
備 考

神奈川県平塚市
北金目4-1-1

神奈川県伊勢原市
下糟屋143

学士（工学）
[Bachelor of
Engineering]

80 ― 320 令和４年４月
第１年次

80

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

人 年次
人

人 　　年　月
  第　年次

計

学部の学科の設置

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾄｳｶｲﾀﾞｲｶﾞｸ

別紙のとおり

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

工学部
[Undergraduate School
of Engineering]

年

医工学科
[Department of
Medical Engineering]

4

― 320

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

工学部医工学科 78科目 13科目 17科目 108科目 124単位

入学
定員

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的
　本学は、人道に根ざした深い教養をもつ有能な人材を養成すると同時に、高度の学問技術を研究
教授することにより、人類社会の福祉に貢献することをもって目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

　本学科は、大学・学部の教育目的に沿って、大きく変わりゆく社会において新しい価値観に柔軟
に対応できる「工学の規範に即した志と倫理観を持った人材」を育成すると同時に、先端医療を支
えさらに発展させるための医療技術・医療機器・医用システムの研究・開発、応用、及び工学的評
価ができる工学分野と医学分野の「確かな知識・技術」を持ち、社会の変化に柔軟に対応しなが
ら、有機的かつ継続的に問題解決に向かうことができる技術者及び臨床工学技士としての人材を養
成することを目的とする。

フ リ ガ ナ ﾄｳｶｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 東海大学（Tokai University）

大 学 本 部 の 位 置 神奈川県平塚市北金目4-1-1

計 画 の 区 分

設 置 者 学校法人　東海大学

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

基本計画書－1



令和３年３月認可申請

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分

(3) (0) (14) (0) (12)

4 3 0

(17)

13

建築都市学部土木工学科
5 3 0 1

工学部機械システム工学科
5 2 3 1 11 0 18

(5) (2) (3) (1) (11) (0)

(0) (7)(8) (5) (0) (2) (15)

9 0 15

0 12

(7) (4)

7

(13)

情報通信学部情報通信学科
10 7 6 1 24 0 10

(10) (7) (6) (1) (24) (0) (10)

建築都市学部建築学科
8 5 0 2 15 0 7

14

0

(7)

4 0 14 0 11

(7) (3) (4) (0) (14) (0) (11)

5 0 12

(9) (5) (1) (0)

情報理工学部情報メディア学科
6 3

(3) (0) (0) (9) (0) (6)

工学部生物工学科
5

(0) (1) (8) (0) (21)

(15) (0) (12)

1 0 15

工学部医工学科
5 2 0 1 0 21

国際学部国際学科
7 3

(5) (3) (0) (0) (15)

0 9 0 60

(6)

(18)

6 0 0 11 0 20

(5) (6) (0) (0) (11) (0) (20)

人文学部人文学科
6 4 5 0 15 0 11

(6) (4) (5) (0) (15) (0) (11)

海洋学部海洋理工学科
15 0 20

(15) (6) (1) (0) (22) (0) (20)

17

(10) (0)

(88)

10

22

1 0 0 11 0 5

(7) (3) (3) (0) (13) (0)

(5)

6 3

(0)

(10)(4) (0) (0)

7 3 3 0 13 0

(6)

4 3 2 0 9 0 1

(5) (3) (1) (1) (10) (0)

(1)

1 1 10 0 6

7 3 4 0

10

(6)

(6)

(4) (3) (2) (0) (9) (0)

(11)

6 4 0 0 10 0

(3) (2) (0) (11)

5 3

20 0 2

(8) (2) (4)

2 0 11 0 11

(10) (1) (0) (0) (11) (0)

(2)

9 3 3 0 15 0 27

(12) (5) (3) (0) (20) (0)

(27)

(7) (3) (1) (0) (11) (0)

88

(9) (3) (3) (0) (15) (0)

(5)

8 2 4 0 14 0 11

(10) (2) (2) (0) (14) (0)

(11)

12 5 3 0

(3)

6 1 3 0 10 0 2

(4) (1) (1) (0) (6) (0)

(0) (14) (0)

1 0 11 0 13

(6) (1) (3) (0) (10) (0)

(13)

10 2 2

(12)

3 1 2 0 6 0 7

(5) (4) (0) (0) (9) (0)

(7)

4 1 1 0 6 0 3

(3) (1) (2) (0) (6) (0)

(8)

5 2 2 0 9 0 20

(7) (1) (0) (0) (8) (0)

(20)

5 4 0 0 9 0 12

(5) (2) (2) (0) (9) (0)

16

(23)(8) (5) (2) (0) (15) (0)

8 5 2 0 15 0 23

(16)

7 1 0 0 8 0 8

(3) (1) (2) (0) (6) (0)

0

(4) (0) (4) (0)

3 1 2 0 6 0

0

(0)

0

3 0

(4) (1) (3) (0) (8) (0)

14 0

(9) (4) (1) (0) (14) (0)

人

農学部動物科学科

3

(14)(3)

(22)

13

(3) (4) (0) (14)

16

(8) (0) (16)

(0) (13)

240 0

(237) (0)

6 1 21

0

9 4 1

4

(6) (0)

4

文学部英語文化コミュニケーション学科

計

(1)

(0) (2) (0)

文理融合学部地域社会学科

6 1 0 22

文理融合学部経営学科

8

(1) (9)

経営学部経営学科
9

農学部農学科
4 1

(7) (5) (5) (1) (18)

文理融合学部人間情報工学科

0

14

0 8

(5) (2)

―

―

農学部食生命科学科
6

8

学　部　等　の　名　称
専任教員等

教授 准教授 講師 助教 計

3 1 0 7

0 2 0 8

(8)

127 63 43 7

新

設

分

兼任
教員等

14

0

(0)

0

人

助手

文化社会学部アジア学科

文化社会学部ヨーロッパ・アメリカ学科

文化社会学部北欧学科

(3) (0) (7)
文学部文明学科

文学部歴史学科

文学部日本文学科

3

7 3

人 人 人 人

児童教育学部児童教育学科
9 5

教養学部人間環境学科

教養学部芸術学科

体育学部体育学科

体育学部競技スポーツ学科

体育学部武道学科

体育学部生涯スポーツ学科

文化社会学部文芸創作学科

文化社会学部広報メディア学科

文化社会学部心理・社会学科

(125) (63) (42) (7)

人

(9)

体育学部スポーツ・レジャーマネジメント学
科

法学部法律学科

政治経済学部政治学科

政治経済学部経済学科

(2)

0 14 0 5
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理学部

　基礎教育研究室

海洋学部

　海洋フロンティア教育センター

現代教養センター

国際教育センター

情報教育センター

課程資格教育センター

先進生命科学研究所

教育開発研究センター

スポーツ医科学研究所

総合科学技術研究所

情報技術センター

総合社会科学研究所

高輪教養教育センター

清水教養教育センター

海洋研究所

総合医学研究所

九州教養教育センター

総合農学研究所

札幌教養教育センター

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分

(2) (0) (0) (4) (0) (0)

1 2 1 0 4 0 7

(1) (2) (1) (0) (4) (0) (7)

7 0 0

(4) (8) (4) (0) (16) (0) (23)

0

(0)

0

(0)

4 8 4 0 16 0 23

4 0

(2)

(1) (0) (0) (0) (1) (0) (0)

(1) (4) (0)

2

(9) (10) (5) (0) (24) (0) (55)

1 0 0 1 2 0 0

(1) (0) (0) (1) (2) (0) (0)

(4) (3) (1) (0) (8) (0) (43)

9 10 5

0

(0) (1) (1) (1) (3) (0) (0)

0 24 0 55

0 0 1 0 1 0 0

(0) (0) (1) (0) (1) (0) (0)

0 1 0

4 1 1 0 6 0 0

(4) (1) (1) (0) (6) (0) (0)

0 1 1 1 3 0 0

(1) (0) (0) (0) (1) (0)

1 0 0 0 1 0 0

(0)

6 7 3 1 17 0 46

(6) (7) (3) (1) (17) (0) (46)

(17) (20) (20) (3) (60) (0) (160)

2 3 4 0 9 0 19

(2) (3) (4) (0) (9) (0) (19)

4 12 5 1 22 0 20

(4) (12) (5) (1) (22) (0) (20)

17 20 20 3 60 0 160

0 ―

(64) (66) (47) (8) (185) (0) ―

2 0 1 0 3 0

(2) (0) (1) (0) (3) (0)

(0) (0) (0) (7) (0) (33)

0 7 0 33

(7)

生物学部海洋生物科学科
5 5 2 0 12 0 1

(5) (5) (2) (0) (12) (0) (1)

生物学部生物学科
8

64 66 47 8 185

国際文化学部国際コミュニケーション学科
6 1 3 1 11 0 9

(6) (1) (3) (1) (11) (0) (9)

(1) (3) (1) (14) (0) (14)

10 6

8 8 14 4 34 0 47

4 0 0 12 0 14

(8) (4) (0) (0) (12) (0) (14)

2 2 0 0

(5)

127 106 205 396 834 0 131

(8) (7) (0) (1) (16) (0)

(131)

健康学部健康マネジメント学科
6 2 24

(10) (6) (6) (2) (24) (0) (2)

―

594

(591) (360) (381) (426) (1758) (0)

360 386 426 1766 0

計
403 231 296 411 1341 0 ―

(402) (231) (292) (411) (1336) (0)

―

(47)(8) (8) (14) (4) (34) (0)

―

国際文化学部地域創造学科
9 1 3 1 14 0 14

(9)

(127) (106) (205) (396) (834) (0)

(10)

7 4 3 0 14 0 11

(7) (5) (2) (0) (14) (0)

(11)

8 7 0 1 16 0 5

(7) (4) (3) (0) (14) (0)

(5)(12) (3) (2) (1) (18) (0)

7 5 2 0 14 0 10

(5)

8 4 4 0 16 0 13

(7) (3) (3) (0) (13) (0)

(13)

12 3 2 1 18 0 5

(7) (4) (0) (0) (11) (0)

6 1 1 1 9 0 3

(3)

7 3 3 0 13 0 5

(6) (1) (1) (1) (9) (0)

(8)

5 3 1 1 10 0 11

(6) (1) (2) (1) (10) (0)

(11)(5) (3) (1) (1) (10) (0)

(12)

9 4 2 0 15 0 0

(11) (1) (3) (1) (16) (0)

(0)

6 1 2 1 10 0 8

(9) (4) (2) (0) (15) (0)

4 0 0

(2)

(0) (15) (0)

(11)

11 1 3 1 16 0 12

(7) (5) (0) (0) (12) (0)

7 5 0 0 12 0 11

(6)

0 3

0 2

6 4 5 0 15

情報理工学部情報科学科

観光学部観光学科

(4) (5)

情報理工学部コンピュータ応用工学科

工学部応用化学科

工学部電気電子工学科

工学部機械工学科

工学部航空宇宙学科

0

(1) (0)

4 3 1 0

海洋学部水産学科

計

理学部数学科

理学部情報数理学科

理学部物理学科

理学部化学科

海洋学部海洋生物学科

8 0 43

医学部医学科

(3)

医学部看護学科

1 0 1

1 0 0

(0) (0) (1) (0) (1) (0) (0)

1 0 0 0 1 0

合　　　　計
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東海大学付属望星高等学校と
共用

名称：東海大学付属望星高等
学校（通信制）
収容定員：3,000名
校地面積基準：なし

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：55,045.86㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：47,282.12㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：153,717.23㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 借用期間：2～30年

㎡ ㎡

㎡ 席 冊

㎡

1,354千円 1,354千円 1,354千円 ― 千円 ― 千円

私立大学等経常経費補助金、手数料等

第１年次

1,554千円

共 同 研 究 費 等 560千円 560千円 560千円 560千円 ― 千円 ― 千円

図 書 購 入 費 200千円 240千円 280千円 320千円 360千円 ― 千円 ― 千円 図書購入費には電子ジャーナ
ル・データベースの整備費（運
用コスト含む）を含む。設 備 購 入 費 2,994千円 2,994千円 2,994千円 2,994千円 2,994千円 ― 千円 ― 千円

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 330千円 330千円 330千円 330千円 ― 千円 ― 千円

第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

76,640〔14,850〕

(76,036〔14,738〕)

大学全体
480 室 328 室 1,260 室

79 室
（補助職員 20 人）

6 室
（補助職員 0 人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

新設学部等の名称 室 数

工学部医工学科 16 室

大学全体
24,060.79 トレーニングセンター 25mプール

面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数
大学全体

(76,036〔14,738〕)

76,640〔14,850〕

図
書
・
設
備

図書 学術雑誌
視聴覚資料

点

機械・器具

0.00 ㎡ 0.00 ㎡ 532,456.15

（ 532,456.15 ㎡） （0.00 ㎡） （0.00 ㎡） （ 532,456.15 ㎡）

合 計 2,378,664.14 2,052.88 0.00 2,380,717.02

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

そ の 他 211,174.76 0.00 0.00 211,174.76

1,772,744.29

運 動 場 用 地 396,797.97

事 務 職 員
779 269 1048

計
888 293 1181

(888) (293) (1181)

そ の 他 の 職 員
8 0 8

(8) (0) (8)

図 書 館 専 門 職 員
44 22 66

(44) (22) (66)

(779) (269) (1048)

57 2 59

(57) (2) (59)

専　　任 兼　　任 計

21,687.00 3,734 2,318,166

0〔0〕
(0〔0〕)

大学全体での共用として、
電子データベースは37種[うち国
外16種]
学術雑誌（電子ジャーナル含
む）は約45,000種［うち国外約
42,200種］
電子ブックは約12,700点
［うち国外約7,000点］
が利用可能。

（179〔78〕) (65〔40〕) (753)

194〔85〕 74〔45〕 775
0〔0〕
(0〔0〕)

0〔0〕
(0〔0〕)

（179〔78〕) (65〔40〕) (753)

技 術 職 員

専任教員研究室

新設学部等の名称

工学部医工学科

計

図書館

体育館

経費
の見
積り

学生１人当り
納付金

学生納付金以外の維持方法の概要

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

194〔85〕 74〔45〕 775
0〔0〕
(0〔0〕)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職 種

0.00 0.00 396,797.97

小 計 2,167,489.38 2,052.88 0.00 2,169,542.26

校 舎 敷 地 1,770,691.41 2,052.88 0.00

532,456.15

基本計画書－4



大 学 の 名 称

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

文学部 370 － 1,480 1.02 昭和25年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　文明学科 4 60 － 240 学士(文学) 1.03 平成13年 〃

　ｱｼﾞｱ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　ﾖｰﾛｯﾊﾟ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　ｱﾒﾘｶ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　北欧学科 4 － － － 学士(文学) － 昭和42年 〃 平成30年度より学生募集停止

　歴史学科 130 － 520 1.02 昭和35年 〃

　　日本史専攻 4 50 － 200 学士(文学) 1.07 昭和58年 〃

　　東洋史専攻 4 － － － 学士(文学) － 昭和58年 〃 平成30年度より学生募集停止

　　西洋史専攻 4 50 － 200 学士(文学) 0.99 昭和58年 〃

　　考古学専攻 4 30 － 120 学士(文学) 0.99 昭和58年 〃

　日本文学科 4 90 － 360 学士(文学) 1.01 平成13年 〃

　文芸創作学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 90 － 360 学士(文学) 1.00 昭和35年 〃

　広報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　心理・社会学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

文化社会学部 450 － 1,800 1.01 平成30年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　ｱｼﾞｱ学科 4 70 － 280 学士(文化社会学) 1.03 平成30年 〃

　ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科 4 70 － 280 学士(文化社会学) 0.99 平成30年 〃

　北欧学科 4 60 － 240 学士(文化社会学) 1.02 平成30年 〃

　文芸創作学科 4 60 － 240 学士(文化社会学) 1.01 平成30年 〃

　広報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 100 － 400 学士(文化社会学) 1.01 平成30年 〃

　心理・社会学科 4 90 － 360 学士(文化社会学) 0.99 平成30年 〃

政治経済学部 480 － 1,920 1.00 昭和41年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　政治学科 4 160 － 640 学士(政治学) 1.03 昭和41年 〃

　経済学科 4 160 － 640 学士(経済学) 0.99 昭和41年 〃

　経営学科 4 160 － 640 学士(経営学) 0.99 昭和49年 〃

法学部 300 － 1,200 1.01 昭和61年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　法律学科 4 300 － 1,200 学士(法学) 1.01 昭和61年 〃

教養学部 330 － 1,320 1.03 昭和43年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　人間環境学科 160 － 640 1.01 昭和43年 〃

    自然環境課程 4 65 － 260 学士(教養学) 0.97 昭和43年 〃

    社会環境課程 4 95 － 380 学士(教養学) 1.01 昭和43年 〃

　芸術学科 90 － 360 1.03 昭和43年 〃

    音楽学課程 4 32 － 128 学士(教養学) 1.04 昭和43年 〃

    美術学課程 4 20 － 80 学士(教養学) 1.08 昭和43年 〃

    ﾃﾞｻﾞｲﾝ学課程 4 38 － 152 学士(教養学) 1.04 昭和43年 〃

　国際学科 4 80 － 320 学士(教養学) 1.09 昭和47年 〃

体育学部 480 － 1,920 1.01 昭和42年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　体育学科 4 110 － 440 学士(体育学) 0.97 昭和42年 〃

　競技ｽﾎﾟｰﾂ学科 4 140 － 560 学士(体育学) 1.03 平成16年 〃

　武道学科 4 60 － 240 学士(体育学) 1.02 昭和43年 〃

　生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科 4 110 － 440 学士(体育学) 0.99 昭和46年 〃

　ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 60 － 240 学士(体育学) 1.03 平成16年 〃

健康学部 200 － 800 1.02 平成30年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 200 － 800 学士（健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学） 1.02 平成30年 〃

理学部 320 － 1,280 0.98 昭和39年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　数学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.99 昭和39年 〃

　情報数理学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.99 昭和49年 〃

　物理学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.98 昭和39年 〃

　化学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.98 昭和39年 〃

情報理工学部 200 － 800 1.03 平成13年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　情報科学科 4 100 － 400 学士(工学) 1.04 平成13年 〃

  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科 4 100 － 400 学士(工学) 1.03 平成13年 〃
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工学部 1,390 － 5,560 1.01 昭和25年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　生命化学科 4 100 － 400 学士(工学) 0.99 平成13年 〃

　応用化学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成13年 〃

　光・画像工学科 4 60 － 240 学士(工学) 1.02 平成18年 〃

　原子力工学科 4 40 － 160 学士(工学) 0.89 平成18年 〃

　電気電子工学科 4 140 － 560 学士(工学) 1.04 平成18年 〃

　材料科学科 4 80 － 320 学士(工学) 0.98 昭和41年 〃

　建築学科 4 200 － 800 学士(工学) 1.07 昭和41年 〃

　土木工学科 4 120 － 480 学士(工学) 1.05 昭和41年 〃

　精密工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.06 昭和46年 〃

　機械工学科 4 140 － 560 学士(工学) 0.99 昭和46年 〃

　動力機械工学科 4 150 － 600 学士(工学) 0.99 昭和46年 〃

　航空宇宙学科 140 － 560 0.99 昭和42年 〃

　　航空宇宙学専攻 4 90 － 360 学士(工学) 1.03 昭和42年 〃

　　航空操縦学専攻 4 50 － 200 学士(工学) 0.93 昭和42年 〃

　医用生体工学科 4 60 － 240 学士(工学) 1.04 平成22年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
神奈川県伊勢原市下糟屋143

観光学部 200 － 800 1.03 平成22年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
東京都渋谷区富ヶ谷2-28-4

　観光学科 4 200 － 800 学士(観光学) 1.03 平成22年 〃

情報通信学部 320 － 1,280 1.02 平成20年 東京都港区高輪2-3-23

　情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成20年 〃

　組込みｿﾌﾄｳｪｱ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.07 平成20年 〃

　経営ｼｽﾃﾑ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成20年 〃

　通信ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.04 平成20年 〃

海洋学部 530 － 2,120 1.00 昭和37年 静岡県静岡市清水区折戸3-20-1

　海洋文明学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.00 平成16年 〃

　環境社会学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.06 平成23年 〃

　海洋地球科学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.01 平成23年 〃

　水産学科 4 120 － 480 学士(海洋学) 1.04 平成18年 〃

　海洋生物学科 4 90 － 360 学士(海洋学) 1.03 平成18年 〃

　航海工学科 80 － 320 0.83 平成23年 〃

　　航海学専攻 4 20 － 80 学士(海洋学) 0.96 平成23年 〃

　　海洋機械工学専攻 4 60 － 240 学士(海洋学) 0.78 平成23年 〃

医学部 203 － 1,048 0.90 昭和49年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
神奈川県伊勢原市下糟屋143

　医学科 6 118 － 708 学士(医学) 0.88 昭和49年 〃

　看護学科 4 85 － 340 学士(看護学) 0.97 平成30年 〃

健康科学部 平成7年 神奈川県伊勢原市下糟屋143 平成30年度より学生募集停止

　看護学科 4 － － － 学士(看護学) － 平成7年 〃 平成30年度より学生募集停止

　社会福祉学科 4 － － － 学士(社会福祉学) － 平成7年 〃 平成30年度より学生募集停止

経営学部 230 － 920 0.99 平成25年 熊本県熊本市東区渡鹿9-1-1

　経営学科 4 150 － 600 学士(経営学) 1.04 平成25年 〃

　観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 4 80 － 320 学士(経営学) 0.92 平成25年 〃

基盤工学部 140 － 560 0.74 平成25年 熊本県熊本市東区渡鹿9-1-1

　電気電子情報工学科 4 80 － 320 学士(工学) 0.73 平成25年 〃

　医療福祉工学科 4 60 － 240 学士(工学) 0.77 平成25年 〃

農学部 230 － 920 0.89 平成20年 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽

　応用植物科学科 4 80 － 320 学士(農学) 0.95 平成20年 〃

　応用動物科学科 4 80 － 320 学士(農学) 0.88 平成20年 〃

　ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科 4 70 － 280 学士(農学) 0.86 平成20年 〃

国際文化学部 260 － 1,040 1.01 平成20年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　地域創造学科 4 110 － 440 学士(教養学) 1.05 平成20年 〃

　国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 80 － 320 学士(教養学) 1.05 平成20年 〃

　ﾃﾞｻﾞｲﾝ文化学科 4 70 － 280 学士(教養学) 0.89 平成24年 〃

生物学部 140 － 560 1.02 平成24年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　生物学科 4 70 － 280 学士(理学) 0.99 平成24年 〃

　海洋生物科学科 4 70 － 280 学士(理学) 1.05 平成24年 〃
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≪大学院≫

総合理工学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等

　総合理工学専攻　  博士課程 3 35 － 105 博士(理学)・博士(工学) 0.47 平成17年 〃

地球環境科学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等 令和3年度より学生募集停止

　地球環境科学専攻　博士課程 3 － － － 博士(理学)・博士(工学) － 平成17年 〃 令和3年度より学生募集停止

生物科学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等

　生物科学専攻　    博士課程 3 10 － 30 博士(理学)・博士(農学)

博士(水産学) 0.10 平成17年 〃

文学研究科 昭和44年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　文明研究専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.31 昭和49年 〃

　文明研究専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.41 昭和51年 〃

　史学専攻　    博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.06 昭和44年 〃

　史学専攻　    博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.00 昭和46年 〃

　日本文学専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.81 昭和49年 〃

　日本文学専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.50 昭和51年 〃

　英文学専攻　  博士課程前期 2 4 － 8 修士(文学) 0.12 昭和44年 〃

　英文学専攻　  博士課程後期 3 2 － 6 博士(文学) 0.00 昭和46年 〃

　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.43 昭和49年 〃

　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.00 昭和51年 〃

　観光学専攻　　修士課程 2 8 － 16 修士(観光学) 0.43 平成26年 〃

政治学研究科 昭和46年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　政治学専攻　  博士課程前期 2 10 － 20 修士(政治学) 0.05 昭和46年 〃

　政治学専攻　  博士課程後期 3 5 － 15 博士(政治学) 0.00 昭和48年 〃

経済学研究科 昭和54年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　応用経済学専攻　　博士課程前期 2 10 － 20 修士(経済学) 0.10 昭和54年 〃

　応用経済学専攻　　博士課程後期 3 5 － 15 博士(経済学) 0.00 昭和56年 〃

法学研究科 平成2年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　法律学専攻　  博士課程前期 2 10 － 20 修士(法学) 0.00 平成16年 〃

　法律学専攻　  博士課程後期 3 5 － 15 博士(法学) 0.00 平成5年 〃

人間環境学研究科 　 平成19年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　人間環境学専攻　  修士課程 2 10 － 20 修士(学術) 0.45 平成19年 〃

芸術学研究科 昭和48年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　音響芸術専攻　    修士課程 2 4 － 8 修士(芸術学) 0.37 昭和48年 〃

　造型芸術専攻　    修士課程 2 4 － 8 修士(芸術学) 0.37 昭和48年 〃

体育学研究科 昭和51年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　体育学専攻　      博士課程前期 2 20 － 35 修士(体育学) 1.36 昭和51年 〃

　体育学専攻　      博士課程後期 3 3 － 3 博士(体育学) - 令和3年 〃

理学研究科 　 昭和43年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　数理科学専攻　    修士課程 2 8 － 16 修士(理学) 0.56 昭和43年 〃

　物理学専攻　      修士課程 2 12 － 24 修士(理学) 1.37 昭和43年 〃

　化学専攻　        修士課程 2 12 － 24 修士(理学) 0.49 昭和43年 〃

工学研究科 昭和38年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　電気電子工学専攻　修士課程 2 50 － 100 修士(工学) 1.03 平成28年 〃

　応用理化学専攻　  修士課程 2 45 － 90 修士(工学) 1.24 平成28年 〃

　建築土木工学専攻  修士課程 2 25 － 50 修士(工学) 1.16 平成28年 〃

　機械工学専攻　    修士課程 2 75 － 150 修士(工学) 1.21 平成28年 〃

　医用生体工学専攻　修士課程 2 8 － 16 修士(工学) 0.37 平成26年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

情報通信学研究科 平成24年 東京都港区高輪2-3-23

　情報通信学専攻　　修士課程 2 30 － 60 修士(情報通信学) 0.99 平成24年 〃

海洋学研究科 昭和42年 静岡県静岡市清水区折戸3-20-1

　海洋学専攻　　　　修士課程 2 20 － 40 修士(海洋学) 0.65 平成27年 〃
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医学研究科 昭和55年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

　医科学専攻　　　　修士課程 2 10 － 20 修士(医科学) 0.80 平成7年 〃

　先端医科学専攻　　博士課程 4 35 － 140 博士(医学) 0.49 平成17年 〃

健康科学研究科 平成11年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

　看護学専攻　　　　修士課程 2 10 － 20 修士(看護学) 0.85 平成11年 〃

　保健福祉学専攻　　修士課程 2 10 － 20 修士(保健福祉学) 0.15 平成11年 〃

農学研究科 平成20年 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽

　農学専攻　　　　　修士課程 2 12 － 24 修士(農学) 0.87 平成20年 〃

生物学研究科 令和2年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　生物学専攻　　　　修士課程 2 8 － 16 修士（理学） 0.25 令和2年 〃
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食物栄養学科 2 － － － 短期大学士(食物栄養学) － 昭和41年 静岡県静岡市葵区宮前町101 令和2年度より学生募集停止

児童教育学科 2 － － － 短期大学士(児童教育学) － 昭和44年 〃 令和2年度より学生募集停止
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看護学科 3 － － －
短期大学士(看護

学) － 昭和49年 神奈川県平塚市北金目4-1-2 令和2年度より学生募集停止

　東海大学短期大学部

　東海大学医療技術短期大学

既

設

大

学

等

の

状

況
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名　　称：東海大学医学部付属病院
目　　的：医療機関
所 在 地：神奈川県伊勢原市下糟屋143
設置年月：昭和50年２月
規 模 等：土地 116,282.91㎡、建物 83,850.19㎡

名　　称：東海大学医学部付属東京病院
目　　的：医療機関
所 在 地：東京都渋谷区代々木１－２－５
設置年月：昭和58年12月
規 模 等：土地 2,498.45㎡、建物 7,550.91㎡

名　　称：東海大学医学部付属大磯病院
目　　的：医療機関
所 在 地：神奈川県中郡大磯町月京21－１
設置年月：昭和59年４月
規 模 等：土地 23,286.72㎡、建物 19,752.88㎡

名　　称：東海大学医学部付属八王子病院
目　　的：医療機関
所 在 地：東京都八王子市石川町1838
設置年月：平成14年３月
規 模 等：土地 47,708.39㎡、建物 44,334.88㎡

名　　称：望星丸
目　　的：海洋調査研修
所 在 地：東京都（船籍港）
設置年月：平成５年３月（進水の年月）
規 模 等：総トン数1,777トン、国際総トン数2,174トン
　　　　　全長全長87.98m、型幅12.80m、型深さ8.10m

附属施設の概要
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【別紙】同一設置者内における変更状況

政治経済学部経営学科（廃止）（△１６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
教養学部国際学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部生命化学科（廃止）（△１００）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部光・画像工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部原子力工学科（廃止）（△　４０）　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部材料科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部建築学科（廃止）（△２００）　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部土木工学科（廃止）（△１２０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部精密工学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部動力機械工学科（廃止）（△１５０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部医用生体工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部情報メディア学科（廃止）（△　８０）　　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部組込みソフトウェア工学科（廃止）（△　８０）※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部経営システム工学科（廃止）（△　８０）　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部通信ネットワーク工学科（廃止）（△　８０）　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部海洋文明学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部環境社会学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部海洋地球科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部航海工学科航海学専攻（廃止）（△　２０）　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部航海工学科海洋機械工学専攻（廃止）（△　６０）　※令和４年４月学生募集停止
経営学部（廃止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　経営学科（廃止）（△１５０）　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　観光ビジネス学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
基盤工学部（廃止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　電気電子情報工学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　医療福祉工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部応用植物科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部応用動物科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部バイオサイエンス学科（廃止）（△　７０）　　　　　※令和４年４月学生募集停止
国際文化学部デザイン文化学科（廃止）（△　７０）　　　　※令和４年４月学生募集停止

児童教育学部（令和３年３月認可申請）
　児童教育学科（１５０）
経営学部（令和３年４月届出予定）
　経営学科（２３０）
国際学部（令和３年４月届出予定）
　国際学科（２００）
情報理工学部情報メディア学科（１００）（令和３年４月届出予定）
工学部生物工学科（１００）（令和３年４月届出予定）
工学部機械システム工学科（１４０）（令和３年４月届出予定）
建築都市学部（令和３年４月届出予定）
　建築学科（２４０）
　土木工学科（１００）
情報通信学部情報通信学科（２４０）（令和３年４月届出予定）
人文学部（令和３年４月届出予定）
　人文学科（１８０）
海洋学部海洋理工学科海洋理工学専攻（１３０）（令和３年４月届出予定）
海洋学部海洋理工学科航海学専攻（２０）（令和３年４月届出予定）
文理融合学部（令和３年４月届出予定）
　経営学科（１３０）
　地域社会学科（１００）
　人間情報工学科（７０）
農学部農学科（８０）（令和３年４月届出予定）
農学部動物科学科（８０）（令和３年４月届出予定）
農学部食生命科学科（７０）（令和３年４月届出予定）

政治経済学部
　政治学科〔定員増〕（４０）（令和４年４月）
　経済学科〔定員増〕（４０）（令和４年４月）
教養学部
　人間環境学科〔定員減〕（△４０）（令和４年４月）
　芸術学科〔定員減〕（△２０）（令和４年４月）
体育学部
　体育学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
　競技スポーツ学科〔定員増〕（３０）（令和４年４月）
　生涯スポーツ学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
　スポーツ･レジャーマネジメント学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
工学部
　応用化学科〔定員増〕（２０）（令和４年４月）
　電気電子工学科〔定員減〕（△２０）（令和４年４月）
海洋学部
　海洋生物学科〔定員減〕（△１０）（令和４年４月）
医学部
　看護学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
生物学部
　生物学科〔定員増〕（５）（令和４年４月）
　海洋生物科学科〔定員増〕（５）（令和４年４月）
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学　部 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 学　部 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 変更の事由

60 ― 240 60 ― 240
日本史専攻 50 ― 200 日本史専攻 50 ― 200
西洋史専攻 50 ― 200 西洋史専攻 50 ― 200
考古学専攻 30 ― 120 考古学専攻 30 ― 120

90 ― 360 90 ― 360

90 ― 360 90 ― 360

70 ― 280 70 ― 280

70 ― 280 70 ― 280

60 ― 240 60 ― 240

60 ― 240 60 ― 240

100 ― 400 100 ― 400

90 ― 360 90 ― 360

160 ― 640 200 ― 800 定員変更（40）

160 ― 640 200 ― 800 定員変更（40）

160 ― 640 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

経営学部 230 ― 920 学部の設置（届出）

法学部 300 ― 1200 法学部 300 ― 1200
自然環境課程 65 ― 260
社会環境課程 95 ― 380
音楽学課程 32 ― 128
美術学課程 20 ― 80
ﾃﾞｻﾞｲﾝ学課程 38 ― 152

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

国際学部 200 ― 800 学部の設置（届出）

児童教育学部 150 ― 600 学部の設置（認可申請）

110 ― 440 120 ― 480 定員変更（10）

140 ― 560 170 ― 680 定員変更（30）

60 ― 240 60 ― 240

110 ― 440 120 ― 480 定員変更（10）

60 ― 240 70 ― 280 定員変更（10）

健康学部 200 ― 800 健康学部 200 ― 800

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

100 ― 400 100 ― 400

100 ― 400 100 ― 400

100 ― 400 学部の学科の設置（届出）

100 ― 400 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

100 ― 400 学部の学科の設置（届出）

80 ― 320 100 ― 400 定員変更（20）

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

40 ― 160 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

140 ― 560 120 ― 480 定員変更（△20）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

200 ― 800 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

120 ― 480 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

140 ― 560 学部の学科の設置（届出）

140 ― 560 140 ― 560

150 ― 600 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

航空宇宙学専攻 90 ― 360 航空宇宙学専攻 90 ― 360
航空操縦学専攻 50 ― 200 航空操縦学専攻 50 ― 200

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

240 ― 960

100 ― 400
観光学部 200 ― 800 観光学部 200 ― 800

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

240 ― 960 学部の学科の設置（届出）

人文学部 180 ― 720 学部の設置（届出）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

120 ― 480 120 ― 480

90 ― 360 80 ― 320 定員変更（△10）

航海学専攻 20 ― 80 0 ― 0
海洋機械工学専攻 60 ― 240 0 ― 0

海洋理工学専攻 130 ― 520
航海学専攻 20 ― 80

118 ― 708 118名は令和３年
度入学生まで 110 ― 660 臨時定員増（8）は令和3年度まで

85 ― 340 95 ― 380 定員変更（10）

150 ― 600 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

130 ― 520

100 ― 400

70 ― 280

文理融合学部

経営学科

人間情報工学科

地域社会学科 学部の設置（届出）

海洋地球科学科

水産学科 水産学科

海洋生物学科 海洋生物学科

建築都市学部
建築学科

土木工学科
学部の設置（届出）

学部の学科の設置（届出）

航海工学科 令和4年4月学生募集停止

海洋理工学科

人文学科

定員変更（△40）

70 ― 280 定員変更（△20）

国際学科

児童教育学科

機械工学科 機械工学科

動力機械工学科

土木工学科

航空宇宙学科

医用生体工学科

政治経済学部

経営学科

人間環境学科

芸術学科

120 480―

情報理工学部

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科

情報通信学部

情報通信学科

生物工学科

機械システム工学科

医工学科

文化社会学部

医学部

文化社会学部

ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科

北欧学科

文芸創作学科

ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科

北欧学科

文芸創作学科

広報ﾒﾃﾞｨｱ学科

心理・社会学科

航空宇宙学科

ｱｼﾞｱ学科

広報ﾒﾃﾞｨｱ学科

心理・社会学科

政治経済学部

政治学科 政治学科

経済学科

令和３年度 令和４年度
東海大学 東海大学

学科・専攻・課程 学科・専攻・課程

ｱｼﾞｱ学科

英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

日本文学科 日本文学科

文明学科文明学科

経済学科

経営学科

法律学科

教養学部

人間環境学科

教養学部

法律学科

芸術学科

国際学科

体育学部

体育学科

体育学部

体育学科

競技ｽﾎﾟｰﾂ学科 競技ｽﾎﾟｰﾂ学科

武道学科 武道学科

生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科 生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

理学部

数学科

理学部

数学科

情報数理学科 情報数理学科

物理学科 物理学科

化学科 化学科

情報理工学部
情報科学科 情報科学科

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科

工学部

生命化学科

応用化学科 応用化学科

光・画像工学科

原子力工学科

電気電子工学科 電気電子工学科

材料科学科

建築学科

精密工学科

工学部

情報通信学部

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科

組込みｿﾌﾄｳｪｱ工学科

経営ｼｽﾃﾑ工学科

通信ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科

経営学部
経営学科

観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科　

学校法人東海大学　設置認可等に関わる組織の移行表

文学部
歴史学科

文学部
歴史学科

看護学科 看護学科

医療福祉工学科　

医学科 医学科
医学部

健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

海洋学部

海洋文明学科

海洋学部

環境社会学科

健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

観光学科 観光学科

基盤工学部
電気電子情報工学科
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令和３年度 令和４年度

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

70 ― 280 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

70 ― 280 学部の学科の設置（届出）

110 ― 440 110 ― 440

80 ― 320 80 ― 320

70 ― 280 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

70 ― 280 75 ― 300 定員変更（5）

70 ― 280 75 ― 300 定員変更（5）

6773 ― 27328 6855 ― 27640

研究科 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 研究科 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 変更の事由

総合理工学研究科 総合理工学専攻 （Ｄ） 35 ― 105 総合理工学研究科 総合理工学専攻 （Ｄ） 35 ― 105
生物科学研究科 生物科学専攻 （Ｄ） 10 ― 30 生物科学研究科 生物科学専攻 （Ｄ） 10 ― 30

（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12
（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12
（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12
（Ｍ） 4 ― 8 （Ｍ） 4 ― 8
（Ｄ） 2 ― 6 （Ｄ） 2 ― 6
（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12

観光学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 観光学専攻 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20
（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15
（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20
（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15
（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20
（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15

人間環境学研究科 人間環境学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 人間環境学研究科 人間環境学専攻 （Ｍ） 10 ― 20
音響芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8 音響芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8
造型芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8 造型芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8

（Ｍ） 20 ― 40 （Ｍ） 20 ― 40
（Ｄ） 3 ― 9 （Ｄ） 3 ― 9

数理科学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 数理科学専攻 （Ｍ） 8 ― 16
物理学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 物理学専攻 （Ｍ） 12 ― 24
化学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 化学専攻 （Ｍ） 12 ― 24
電気電子工学専攻 （Ｍ） 50 ― 100 電気電子工学専攻 （Ｍ） 50 ― 100
応用理化学専攻 （Ｍ） 45 ― 90 応用理化学専攻 （Ｍ） 45 ― 90
建築土木工学専攻 （Ｍ） 25 ― 50 建築土木工学専攻 （Ｍ） 25 ― 50
機械工学専攻 （Ｍ） 75 ― 150 機械工学専攻 （Ｍ） 75 ― 150
医用生体工学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 医用生体工学専攻 （Ｍ） 8 ― 16

情報通信学研究科 情報通信学専攻 （Ｍ） 30 ― 60 情報通信学研究科 情報通信学専攻 （Ｍ） 30 ― 60
海洋学研究科 海洋学専攻 （Ｍ） 20 ― 40 海洋学研究科 海洋学専攻 （Ｍ） 20 ― 40

医科学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 医科学専攻 （Ｍ） 10 ― 20
先端医科学専攻（４年制Ｄ） （Ｄ） 35 ― 140 先端医科学専攻（４年制Ｄ） （Ｄ） 35 ― 140
看護学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 看護学専攻 （Ｍ） 10 ― 20
保健福祉学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 保健福祉学専攻 （Ｍ） 10 ― 20

農学研究科 農学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 農学研究科 農学専攻 （Ｍ） 12 ― 24
生物学研究科 生物学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 生物学研究科 生物学専攻 （Ｍ） 8 ― 16

563 ― 1277 563 ― 1277

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻

文明研究専攻

専攻

東海大学大学院

専攻

東海大学大学院

文学研究科

史学専攻

海洋生物科学科 海洋生物科学科

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻

健康科学研究科

計

健康科学研究科

計

芸術学研究科 芸術学研究科

農学部

応用植物科学科

国際文化学部

地域創造学科

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

ﾃﾞｻﾞｲﾝ文化学科

理学研究科 理学研究科

工学研究科

医学研究科 医学研究科

工学研究科

体育学研究科 体育学専攻

史学専攻

日本文学専攻

英文学専攻

体育学研究科 体育学専攻

文明研究専攻

法律学専攻

政治学研究科 政治学専攻

応用経済学専攻

法律学専攻

日本文学専攻

英文学専攻

経済学研究科

文学研究科

経済学研究科

法学研究科

政治学専攻政治学研究科

法学研究科

応用経済学専攻

生物学部
生物学科

生物学部

計 計

応用動物科学科

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科

生物学科

国際文化学部

地域創造学科

農学科

動物科学科

食生命科学科

農学部

基本計画書－12



別記様式第２号（その２の１）

（工学部　医工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

現代文明論 2前・後 2 〇 兼1

小計（1科目） － 2 0 0 兼1

入門ゼミナールＡ 1前 2 〇 5 2 1

入門ゼミナールＢ 1後 2 〇 5 2 1

小計（2科目） － 4 0 0 5 2 0 1 0

シティズンシップ 1前・後 2 〇 兼1

地域・国際理解 1前・後 2 〇 兼1

現代教養講義 2前・後 2 〇 兼1

小計（3科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 兼1

健康・フィットネス理論実習 １前・後 1 〇 兼1

生涯スポーツ理論実習 １前・後 1 〇 兼1

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼1

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 〇 兼1

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 〇 兼1

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼1

データサイエンス１ 統計学のためのプログラミング 1前 1 ○ 兼1

データサイエンス２　データ分析と機械学習 1前 1 ○ 兼1

ICTプログラミング基礎１ Webアプリケーション 1後 1 ○ 兼1

ICTプログラミング基礎２ IoT実装 1後 1 ○ 兼1

Exercise for TOEIC(R) Test 1 2前 1 〇 兼1

Exercise for TOEIC(R) Test 2 2後 1 〇 兼1

工科の線形代数 1前 2 ○ 兼1

工科の微積分 1前 2 ○ 兼1

工科の確率・統計 1後 2 ○ 兼1

物理学 1前 2 ○ 兼1

化学 1前 2 ○ 兼1

一般生物学 1前 2 ○ 兼1

航空宇宙学概論 1前 1 ○ 兼1

航空操縦学概論 1前 1 ○ 兼1

機械工学概論 1前 1 ○ 兼1

Ⅳ
主
専
攻
科
目
（

学
部
共
通
科
目
）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

Ⅰ

現

代

文

明

論

専任教員等の配置

備考

－

Ⅱ

現

代

教

養

科

目

基

礎

教

養

科

目

発

展

教

養

科

目

健

康

ス

ポ
ー

ツ

科

目

Ⅲ

英

語

科

目

英

語

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

科

目

－

－

－

－

基本計画書－13



別記様式第２号（その２の１）

（工学部　医工学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

機械システム工学概論 1前 1 ○ 兼1

電気電子工学概論 1前 1 ○ 兼1

医工学概論 1前 1 ○ 1

生物工学概論 1前 1 ○ 兼1

応用化学概論 1前 1 ○ 兼1

小計（20科目） - 1 25 0 0 1 0 0 0 兼15

医用機器学 1前 2 ○ 1

医学概論 1前 1 ○ 1

医工系専門英語 2後 2 ○ 1

公衆衛生学 3前 1 ○ 1

英語プレゼンテーション 3後 2 ○ 1

小計（5科目） - 4 4 0 2 1 0 1 0

物理学Ａ（質点の力学・電磁気学） 1後 2 ○ 1

物理学Ｂ（固体・流体・波動・熱） 2前 2 ○ 1

電気工学Ａ 1後 2 ○ 1

電気工学Ｂ 2前 2 ○ 1

電気工学実習 3前 1 〇 1 2 1

電子工学Ａ 2前 2 ○ 1

電子工学Ｂ 2後 2 ○ 1

電子工学実習 3後 1 ○ 1 2 1

材料工学 1後 2 ○ 1

基礎製図 2後 2 〇 1

小計（10科目） - 2 16 0 2 2 0 1 0

－

－

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目
（

学
部
共
通
科
目
）

医
療
技
術
と
社
会

医
工
学
の
基
礎

Ⅳ
主
専
攻
科
目
（

学
科
開
講
科
目
）

基本計画書－14



別記様式第２号（その２の１）

（工学部　医工学科）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

情報処理実習 1前 1 ○ 1

プログラミング演習 1前 1 ○ 1

基礎解析 1後 2 ○ 1

応用数学 2前 2 ○ 1

情報処理工学Ａ 2後 2 ○ 1

情報処理工学Ｂ 2後 2 ○ 1

システム工学１ 2後 2 ○ 1

システム工学２ 3前 1 ○ 1

生体シミュレーション工学 3前 2 ○ 1

生体制御工学 3前 2 ○ 1

最適化工学 3前 1 ○ 1

人工知能アーキテクチャ 3後 2 ○ 1

医用データマイニング 3後 2 ○ 1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3後 2 ○ 　 1

アドバンストプログラミング 3後 2 ○ 1

小計（15科目） - 2 24 0 2 1 0 1 0

物性工学 2後 2 ○ 1

機械工学 2後 2 ○ 1

バイオマテリアル 3前 2 ○ 1

バイオメカニクス 3前 2 ○ 1

医用ロボティクス 3後 2 ○ 1

バイオミメティクス 3後 1 ○ 1

小計（6科目） - 0 11 0 1 2 0 0 0

－

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目
（

学
科
開
講
科
目
）

シ
ス
テ
ム
・
情
報
工
学

医
工
学

基本計画書－15



別記様式第２号（その２の１）

（工学部　医工学科）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

人の構造及び機能Ａ 1後 2 ○ 兼1

人の構造及び機能Ｂ 1後 2 ○ 1

生化学 1後 2 ○ 兼1

病理学概論 2前 2 ○ 1

生理学 2前 2 ○ 兼1

免疫学 2後 2 ○ 兼1

基礎医学実習 2後 1 ○ 2 1

臨床医学総論 2後 2 ○ 1

薬理学 3後 2 ○ 兼1

放射線画像診断学 3後 2 ○ 1

小計（10科目） - 1 18 0 2 0 0 1 0 兼2

計測工学 2前 2 ○ 1

生体信号処理工学 3前 1 ○ 1

生体計測装置学 3前 2 ○ 1

医用画像装置学 3前 2 ○ 1

生体計測装置学実習 3後 1 ○ 3

小計（5科目） - 1 7 0 3 1 0 1 0

医用機器安全管理学Ａ 3前 2 ○ 1

医用治療機器学 3後 2 ○ 1

医用機器安全管理学Ｂ 3後 2 ○ 兼1

レギュラトリーサイエンス 3後 1 ○ 1

小計（4科目） - 0 7 0 1 2 0 0 0 兼1

生体機能代行装置学総論Ａ 2前 2 ○ 1

生体機能代行装置学総論Ｂ 2後 2 ○ 1 兼1

代謝機能代行装置学 3前 2 ○ 兼1

循環機能代行装置学Ａ 3前 2 ○ 1

循環機能代行装置学Ｂ 3後 2 ○ 兼1

呼吸機能代行装置学 3後 2 ○ 1

小計（6科目） - 0 12 0 2 0 0 0 0 兼1

卒業研究１ 4前 2 ○ 5 2 1

卒業研究２ 4後 2 ○ 5 2 1

小計（2科目） - 2 2 0 5 2 0 1 0

－

－

－

－

－

生
体
計
測

Ⅳ
主
専
攻
科
目
（

学
科
開
講
科
目
）

生
体
機
能

機
器
と
安
全

臨
床
工
学

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

基本計画書－16



別記様式第２号（その２の１）

（工学部　医工学科）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

医用治療機器学実習 4前 1 ○ 2 2 1

医用機器安全管理学実習 4前 1 ○ 1

看護学概論 3前 2 ○ 兼1

臨床医学各論Ａ 3前 2 ○ 兼1

臨床医学各論Ｂ 3後 2 ○ 1

臨床医学各論Ｃ 3後 2 ○ 兼1

関係法規 3後 1 ○ 兼1

生体機能代行装置学実習 4前 1 ○ 1 1 兼1

臨床実習Ａ 3後 6 ○ 1 1

臨床実習Ｂ 　4前　 6 ○ 1 1 兼1

臨床実習Ｃ 　4後　 6 ○ 1 1

臨床実習特論 3後 1 ○ 1 1 兼1

ME基礎 2後 1 ○ 1 1 兼1

臨床工学特論１ 3前 1 ○ 1 1 兼1

臨床工学特論２ 4後 2 ○ 1 1

小計（15科目） - 0 0 35 3 2 0 1 0 兼3

－ 31 126 35 5 2 0 1 0 兼21

－

１４週　

学位又は学科の分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：20単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論　　　　＜必修科目＞　　　　　　　　　2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目
　　　　　　　基礎教養科目　　＜必修科目＞　　　　　　　　　4単位修得
　　　　　　　発展教養科目　　＜必修科目＞　　　　　　　　　6単位修得
　　　　　　　健康スポーツ科目＜必修科目＞　　　　　　　　　2単位修得
□科目区分Ⅲ英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科目 ＜必修科目＞　　　　　　　　　4単位修得

□科目区分Ⅳ主専攻科目　　　　　　           　　　    　　76単位修得
  ＜必修科目＞
　　■学部共通科目に設定された科目から1単位を修得。
　  ■学科開講科目に設定された科目から12単位を修得。（計13単位）

  ＜選択科目＞
　　■学部共通科目
　　■医療技術と社会　■医工学の基礎　■システム・情報工学
　　■医工学　■生体機能　■生体計測　■機器と安全　■臨床工学　■ゼミナール
  　に設定された選択科目の中から合わせて　63単位以上習得。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計63単位）

  ＜自由科目＞　資格取得希望者のみ履修。卒業要件に含まない。
　　■資格関連科目　　35単位

□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位　　　30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　          合計124単位修得

１学期の授業期間

１時限の授業時間 １００分　

学位又は称号 学士（工学） 工学関係

授業期間等

１学年の学期区分 ２学期　

合計（108科目） －

Ⅳ
主
専
攻
科
目
（

学
科
開
講
科
目
）

資
格
関
連
科
目

基本計画書－17



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代文明論 2前 2 ○

小計（1科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0

人文科学 1後 2 ○ 兼7

社会科学 1後 2 ○ 兼7

自然科学 1前 2 ○ 兼6

小計（3科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 兼20

シティズンシップ 1後 1 ○ 兼5

ボランティア 1後 1 ○ 兼5

地域理解 1前 1 ○ 兼6

国際理解 1前 1 ○ 兼6

小計（4科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼18

健康・フィットネス理論実習 1前 1 ○ 兼12

生涯スポーツ理論実習 1後 1 ○ 兼16

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼22

英語リスニング＆スピーキング 1後 2 ○ 兼26

英語リーディング＆ライティング 1前 2 ○ 兼30

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼48

グローバルスキル 2前 2 ○ 兼26

アカデミック英語 2後 2 ○ 兼25

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼43

別記様式第２号（その２の１）

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科

目

－

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　医用生体工学科）

科目
区分

備考

Ⅰ
現
代
文
明

論

－

授業形態 専任教員等の配置

－

発
展
教
養
科
目

授業科目の名称 配当年次

単位数

－

－

Ⅲ
英
語
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目 －

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

育
成
科
目

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

基
礎
教
養
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　医用生体工学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数

工科の微積分１ 1前・後 2 ○ 兼17

工科の微積分２ 1後・2前 2 ○ 兼13

工科の微分方程式１ 1後・2前・後 2 ○ 兼13

工科の微分方程式２ 2後・3前 2 ○ 兼7

工科の線形代数１ 1前・後 2 ○ 兼17

工科の線形代数２ 1後 2 ○ 兼17

工科の確率統計 2前・後 2 ○ 兼8

基礎数学 1前・後 1 ○ 兼10

物理学Ａ 1前 4 ○ 兼2

物理学Ｂ 1前・後 4 ○ 兼7

物理学Ｃ 1前 2 ○ 兼9

電磁気学基礎 1前・後・2前・後 2 ○ 兼9

熱力学基礎 1後・2前・後 2 ○ 兼5

基礎物理Ａ 1前・後 1 ○ 兼4

基礎物理Ｂ 1前 1 ○ 兼3

物理実験 1前・後 2 ○ 兼20

化学 1後・2前 4 ○ 兼3

化学基礎 1前・後 2 ○ 兼10

基礎化学Ａ 1前・後 1 ○ 兼4

化学実験 1前・後・2後 2 ○ 兼6

ものづくり１ 2前・後 1 ○ 兼4

ものづくり２ 2前・後 1 ○ 兼4

小計（22科目） － 0 44 0 兼85

国際インターンシップ 4後 2 ○ 兼1

科学と倫理 2前 2 ○ 兼2

特許戦略 3前 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 6 0 兼4

－

工
学
共
通
基
礎
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目

工
学
関
連
科
目

－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　医用生体工学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数

応用化学数学 1後 2 ○ 兼1

電気電子工学概論 1前 2 ○ 兼12

建築デザイン入門 1前 2 ○ 兼3

建築の理数学 1前 2 ○ 兼4

機械工学概論 1前 2 ○ 兼11

宇宙利用技術 1後 2 ○ 兼5

大気圏科学 4前 2 ○ 兼1

医用生体工学概論 1前 2 ○ 1

小計（8科目） － 0 16 0 1 0 0 0 0 兼36

入門ゼミナール 1前・後 2 ○ 7 2 1

小計（1科目） － 2 0 0 7 2 0 1 0

情報処理実習 1前 1 ○ 1 1

医学概論 1前 1 ○ 1

人の構造及び機能A 1後・2前 2 ○ 1

人の構造及び機能Ｂ 1後・2前 2 ○ 2

公衆衛生学 1後 1 ○ 1

固体・流体・波動・熱の物理学 1後 2 1

プログラミング実習 1後 1 ○ 1

病理学概論 2前 2 ○ 1

基礎医学実習 2後 2 ○ 6 1 兼1

関係法規 3前 1 ○ 1

小計（10科目） － 8 3 4 7 2 0 1 0 兼1

工
学
分
野
横
断
基
礎
科
目

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目

－

初
年
次
教
育

科
目

－

学
科
基
礎
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　医用生体工学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数

電気工学A 1後 2 ○ 1

電気工学B 2前 2 ○ 1

電子工学A 2前 2 ○ 1

電子工学B 2後 2 ○ 1

電気工学実習 3前 2 ○ 2 2 1 兼1

電子工学実習 3後 2 ○ 2 2 1 兼1

小計（6科目） － 4 8 0 2 2 0 1 0 兼1

材料工学 2前 2 ○ 1

物性工学 2後 2 ○ 1

機械工学 3前 2 ○ 1

バイオマテリアル 3前 2 ○ 兼1

バイオメカニクス 3前 2 ○ 1

小計（5科目） － 0 10 0 1 0 0 0 0 兼1

応用数学Ａ 2前 2 ○ 1

応用数学Ｂ 2前 2 ○ 1

応用数学演習 2後 2 ○ 1

情報処理工学A 2後 2 ○ 1

情報処理工学B 2後 2 ○ 1

システム工学 2後 2 ○ 1

システム工学演習 3前 1 ○ 1

小計（7科目） － 0 10 3 3 1 0 1 0

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目

工
学
基
礎
科
目
Ｃ

－

工
学
基
礎
科
目
Ｂ

－

工
学
基
礎
科
目
Ａ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　医用生体工学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数

臨床生理学 2前 2 ○ 1

臨床生化学 2前 2 ○ 1

臨床免疫学 2後 2 ○ 1

臨床医学総論 2後 2 ○ 1

看護学概論 3前 2 ○ 兼4

臨床医学各論Ａ 3前 2 ○ 1

臨床医学各論Ｂ 3後 2 ○ 1 兼1

臨床医学各論Ｃ 3後 2 ○ 兼1

臨床薬理学 3後 2 ○ 兼1

小計（9科目） － 0 10 8 3 0 0 0 0 兼6

生体機能代行装置学総論Ａ 2後 2 ○ 1

生体機能代行装置学総論Ｂ 2後 2 ○ 1

代謝機能代行装置学 3前 2 ○ 1 兼1

循環機能代行装置学Ａ 3前 2 ○ 1 兼1

循環機能代行装置学Ｂ 3後 2 ○ 1

呼吸機能代行装置学 3後 2 ○ 1

生体機能代行装置学実習 4前 2 ○ 1

小計（7科目） － 0 12 2 3 1 0 0 0 兼2

計測工学 2前 2 ○ 1

生体計測装置学 3前 2 ○ 1

放射線画像診断 3後 2 ○ 1

生体計測装置学実習 3後 2 ○ 5 1 兼2

小計（4科目） － 2 6 0 6 1 0 1 0 兼2

生
体
機
能
代
行
装
置
学
科
目

－

－

生
体
計
測
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　医用生体工学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数

医用機器学Ａ 2前 2 ○ 1

医用機器学Ｂ 2前 2 ○ 1

医用治療機器学 3前 2 ○ 1

医用機器安全管理学Ａ 3後 2 ○ 1

医用機器安全管理学Ｂ 3後 2 ○ 1

医用治療機器学実習 4前 1 ○ 1

医用機器安全管理学実習 4前 1 ○ 1

小計（7科目） － 0 10 1 3 1 0 0 0

制御工学 3前 2 ○ 1

ロボティクス 3前 2 ○ 1

人工知能アーキテクチャ 3後 2 ○ 1

バイオミメティクス 3後 2 ○ 兼1

小計（4科目） － 0 8 0 2 1 0 0 0 兼1

シミュレーション工学 3前 2 ○ 1

アドバンストプログラミング 3後 2 ○ 1

小計（2科目） － 0 4 0 1 0 0 0 0

最適化工学 3前 2 ○ 1

経営工学 3後 2 ○ 1

小計（2科目） － 0 4 0 0 1 0 0 0

細胞分子生物学 2後 2 ○ 1

ナノ・バイオテクノロジー 3後 2 ○ 1

小計（2科目） － 0 4 0 1 1 0 0 0

卒業研究ゼミナール 4前・後 2 7 2 0 1 0

卒業研究 4後 4 7 3 0 1 0

小計（2科目） － 6 0 0 7 2 0 1 0

経
営
工
学
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目

－

生
物
工
学
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学部　医用生体工学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数

臨床工学特別演習 3後 2 ○ 2 1 1

医用生体工学特論 4後 2 ○ 1

臨床実習 3後・4前・後 6 ○ 3

小計（3科目） － 0 0 10 3 1 0 1 0

－ 44 155 28 7 2 0 1 0 兼258

Ⅳ
主
専
攻
科
目

－

臨
床
実
習
科
目

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：24単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論   (必修科目)        　　　        2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目（必修科目）          　　　  　12単位修得
□科目区分Ⅲ英語科目　　（必修科目）       　　　        8単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目　　　　　　        　　　    　　72単位修得
  （必修科目）　 22単位修得
　（選択科目）   50単位修得
□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位　　30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　        合計124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

合計（118科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

現代文明論

　この科目は東海大学に学ぶすべての学生が、建学の精神を理解し自らの思想
を培うために開講される。すなわち歴史や世界への見識を高め、人類社会のあ
り方を見直すことを通じて、地球規模で深刻化する困難な事態にあっても、時
代を開拓しようとする力強い思考や意欲を養うことを目的としている。理系、
文系の枠を超えて、現代の課題の根源を探るために不可欠な歴史的・系譜的な
認識を深め、それを多様な角度から読み解く思考法を身につけるとともに、人
間的価値に基づいた倫理観によって未来を選択しうることを学ぶ。

入門ゼミナールＡ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目
である。「大学での学び方」を学ぶことを目的とし、４年間の計画的な学習ス
ケジュールを構築しつつ、ノートの取り方や情報収集の方法、情報リテラ
シー、図書館の利用方法といった、大学生活を送るうえで必要なアカデミック
スキルの基礎的能力・知識をまずは養っていく。さらに特定のテーマについて
個人の関心に応じた調査・発表といった演習を通じ、学生個別の学問的関心を
喚起させ、自分自身が持つ興味や関心を正しく探求し表現していく方法を学
ぶ。

入門ゼミナールＢ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目
である。「入門ゼミナールＡ」で培った個人的関心から生じた問いを、より公
共的・普遍的な問いへ変換させる能力を養うことを目的とする。具体的にはク
リティカルリーディング、レポートのまとめ方の学び、グループ演習・発表を
通じて、「スキルの向上」を目指すと同時に、所属学科における専門分野の基
礎的知識や問題点に対しての取り組み方、倫理観などの育成を通じて、本学が
育成を目指す、自ら考え、集い、挑み、成し遂げていく力を身に付けるための
学び方と姿勢を醸成していく。

シティズンシップ

　現代社会においては、思想信条、宗教、人種、民族、文化、性別、国籍等の
異なる様々な人々が相互に関わりながら暮らしている。背景の違いはあって
も、共同体に参加する人々のことを市民（シティズン）と呼ぶ。この科目で
は、「シティズンシップ（市民性）」の観点から、多様な人々が民主政治の担
い手である市民として、意見の違いを乗り越え、相互の人権を尊重しあえる社
会を形成するにはどうすればよいかを考えることを目標とする。参加型授業を
通じ、社会の様残な課題について話し合い、周囲と協同しつつ解決方法を考え
ることで、社会参加のあり方を学ぶ。

地域・国際理解

　人は日々、ある地域で様々なひと・もの・ことに支えられながら生活してい
る。豊かな生活を営むために、地域で仲間をつくり、議論し、協同し、基盤と
なる豊かな地域を持続させていく必要がある。一方、現代の地域社会はグロー
バル化の波にされされ、遠く離れた地域ともひと・もの・ことを介して緊密に
連動するようになっている。この科目では、自らが暮らす地域社会と国際社会
の現実を見つめ、多様な人々の視点に立ち、地域社会・国際社会の様々な課題
を発見し、その解決について考える。さらに、コミュニティにおける自らの役
割を認識することを目標とする。

現代教養講義

　現代教養とは、人々が現在の複雑化した文明社会を生きるために必要な知識
である。情報技術の発展や経済活動のグローバル化など、急激な社会的変化に
されされる一方、気候変動や階級格差など、様々な問題解決を迫られている。
こうした現代社会の中でより良く生きるため、高度に専門化した現代の科学的
知識について、その枝葉にとらわれず本質をつかみ、学ぶ必要がある。この科
目は教員自身が現在取り組んでいる研究について講義する。文理融合的な幅広
い視野を重視しつつ、現代の新たな研究知見を学び、幅広い知識と視野を養
う。

健康・フィットネス理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と
実践方法を講義と実習を通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲
間とともに身体活動を通しての「友達づくり」や「仲間との信頼関係づくり」
を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。具体的には、健康
的な生活習慣を身につけることに重点を置き、健康に関する理論や重要性を理
解するとともに、自己の体力に応じたフィットネスの実践能力を習得する。

生涯スポーツ理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と
実践方法を講義と実習を通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲
間とともに身体活動を通しての「友達づくり」や「仲間との信頼関係づくり」
を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。具体的には、生涯
を通じたスポーツライフスタイルの獲得に重点を置き、スポーツの”おもしろ
さ”や”大切さ”などを学び、ライフステージに応じたスポーツの楽しみ方と
実践能力を習得する。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
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授 業 科 目 の 概 要
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

英語リスニング＆スピーキング

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる
人々と英語を使って意思疎通をはかることの重要性がさらに高まっている。そ
の中での課題に柔軟に対応し、問題を解決するための実践的英語コミュニケー
ション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に合わせて効率よ
く学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリスニング
力と、自分の意志を適切に表現するためのスピーキング力を相互に関連させな
がら、総合的に英語力の向上を図る。

英語リーディング＆ライティング

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる
人々と英語を使って意思疎通をはかることの重要性がさらに高まっている。そ
の中での課題に柔軟に対応し、問題を解決するための実践的英語コミュニケー
ション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に合わせて効率よ
く学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリーディン
グ力と、自分の意志を適切に表現するためのライティング力を相互に関連させ
ながら、総合的に英語力の向上を図る。

データサイエンス１ 統計学のためのプログラミング

　データサイエンスにおける「統計学」は、多様なデータを元に現象を記述
し、現象のモデルを構築して科学的な知識や結論を導くためのコンピュータ科
学の実践である。本科目は、データサイエンスにおける統計学の知識を持つた
めの基礎を学びながら理解する科目である。具体的には、統計学の特性を中心
に理解し、Pythonスクリプト言語を用いたデータ処理とデータの可視化の方法
を理解し、さらに統計グラフの活用と確率的な現象の扱い方を理解することを
目的とする。

データサイエンス２　データ分析と機械学習

　「データ分析と機械学習」は、多様なデータベースから情報抽出と統計学に
よる確率的な扱いによって、与えられた条件を満たす解のうち数理的に最適な
解を探索する最適化手法である。本科目は、データ分析および機械学習に必要
な技術と知識を学びながらデータサイエンスの基礎を理解する科目である。具
体的には、Pythonスクリプト言語によるプログラムをツールとして、まず回帰
と分類の数学解法を理解し、次に機械学習の仕組みと技術ならびに活用方法を
理解することを目的とする。

ICTプログラミング基礎１ Webアプリケーション

　「Webアプリケーション」は、ユーザーが直接的に操作するWebフロントエン
ド（ブラウザ側）と、それを監視するWebバックエンド（サーバ側）の２つの
システムから構成される。本科目は、Webサイト表示とWebサーバ制作に必要な
技術と知識を持つためのプログラミングの基礎を学びながら理解する科目であ
る。具体的には、JavaScriptによるオブジェクト指向言語を中心に理解し、
WebブラウザとWebサーバの間でメッセージを双方向通信するためのモジュール
の構築方法を理解することを目的とする。

ICTプログラミング基礎２　IoT実装

　「IoT実装」は、センサやスイッチなどのハードウェアデバイスをリモート
操作・監視するICTの応用である。本科目は、IoT実装に必要な技術と知識を持
つためのハードウェアとソフトウェアの基礎を学びながら理解する科目であ
る。具体的には、Pythonスクリプト言語を中心に理解し、ハードウェアデバイ
スをリモート操作・監視するためのソフトウェアをつくり、Webフロントエン
ドおよびWebバックエンドに連携するための方法を理解することを目的とす
る。

Exercise for TOEIC(R) Test 1

　グローバル化された現代社会においては、様々な場面で英語を使いこなす力
が要求される。英語力の向上には、「リスニング・スピーキング・リーディン
グ・ライティング」の4技能をバランス良く学習することが必要である。本科
目は、実用的な英語能力の向上を図ることを目標としている。具体的には、
TOEICテストのスコア目標450点までに従って演習を行い、各自がスコアアップ
を目指す。また、コンピュータやインターネットを活用した英語学習などにつ
いても取り扱う。

Exercise for TOEIC(R) Test 2

　グローバル化された現代社会においては、様々な場面で英語を使いこなす力
が要求される。英語力の向上には、「リスニング・スピーキング・リーディン
グ・ライティング」の4技能をバランス良く学習することが必要である。本科
目は、実用的な英語能力の向上を図ることを目標としている。具体的には、
TOEICテストのスコア目標600点以上に従って演習を行い、各自がスコアアップ
を目指す。また、コンピュータやインターネットを活用した英語学習などにつ
いても取り扱う。

工科の線形代数

　特に理工学の基礎として重要な概念である行列について学ぶ。工学で扱う現
象の多くは、条件を単純化すれば計算が簡単な線形代数の問題に言い換えられ
る。連立1次方程式の「消去法による解法」から解説を始め、行列の考え方や
行列に対する演算を自然に定義する。連立1次方程式の解法、解集合の幾何的
性質そして行列の階数の間の有機的関係に注意して前半の授業を進める。主な
内容は、ベクトル(ベクトルとスカラー、演算、内積･外積)　と行列(行列とベ
クトルとその演算、行列式、逆行列、階数、連立方程式、１次変換、固有値と
固有ベクトル)である。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

工科の微積分

　微分積分学は、ニュートン、ライプニッツ等により創始され、物体の運動を
記述する上で不可欠な学問である。その応用範囲は自然科学、工学等へと広が
り、現象を理解、分析するための強力な道具となっている。例えば、速度、加
速度は微分を用いて記述され、長さ、面積、体積、質量、エネルギーは積分を
用いて記述される。本授業では、工学系専門科目で必要となる微分と積分の基
礎を学ぶ。本授業を通して微分積分の考え方や概念、基本的な計算方法の習得
を目的としている。その結果、専門科目において微分積分を道具として正しく
使えるようになることを目標とする。

工科の確率・統計

　科学や工学の研究では、多くの場合、実験、観測、調査等が必要になる。統
計学はこれらのデータから情報を取り出す学問である。その一つは、データを
整理して、その分布、傾向および特徴等を明らかにすることであり、もう一つ
はデータの背後にある全体の情報を推測することである。これは適当なモデル
を使って全体の特性を表す値（パラメータ）を推定する。さらに、このパラ
メータに関する仮説が妥当かどうかも検定する。　講義では 場合の数、 試行
と事象、 確率の意味、平均と分散・標準偏差、母集団と標本、 正規分布、ポ
アソン分布、統計的推定、統計的検定について学修する。

物理学

　物理学はすべての理工学の基礎であり、学科の専門基礎科目を学習する前に
必ず習得しなければならない基礎科目である。通常、物理学は力学、熱力学、
電磁気学に分けられるが、本科目では力学に重点をおいて学習する。学習範囲
には質点の力学および剛体の力学が含まれる。この授業により、様々な自然界
の現象を物理的に捉えることが出来るようになり、これから学ぶ専門的な基礎
学力を養うことができる。

化学

　化学とは「物質に関する科学」であり、本科目では工学部の専門課程で学ぶ
ために必要となる自然科学的な基礎知識を習得することを目標としている。ま
ず、物質を構成する原子および分子、そして「物質量」の概念を学び、物理化
学的な物質の状態と性質、酸・塩基や酸化・還元などの化学反応をはじめ無機
化学や有機化学の基礎について学ぶ。本科目を学ぶことにより、工学以外にも
自然現象や日常生活に密接したエネルギー問題や環境問題について自ら学ぶた
めの能力を培うことも目標としている。

一般生物学

　本科目は、主に生物学の基本的事項に関する講義を行う科目である。生物工
学の分野では、生物の共通性と多様性、遺伝子の変化と進化、個体の発生と細
胞分化、生態系のバランスと保全などを習得することが重要である。そこで本
科目では、それらに関連して、突然変異、自然選択、遺伝子発現調節、生態系
の物質循環などを学び、生物を巨視的な視野でとらえ、生命の起源とその行く
先を考えるためにベースとなる事項を身につけることを目的とする。

航空宇宙学概論

　航空宇宙学の対象は航空機やロケット、人工衛星や惑星探査機、オーロラや
宇宙プラズマなど幅広く存在する。これらは、航空機に関する周辺技術を幅広
く学ぶ「航空工学」、宇宙開発につながる力を身につける「宇宙工学」、自然
現象を科学的に理解する力を養う「宇宙環境科学」の３分野に分けられる。本
授業の目的は、航空宇宙学をより深く学ぶための目標を示すことである。それ
ぞれの分野について興味深い重要な事柄をいくつか取り上げて説明する。

航空操縦学概論

　航空機を安全に運航するために知るべき知識は多岐にわたる。本授業では、
飛行機、その運航、および運航を支える様々なしくみを知ることによって、航
空操縦学における学習と訓練の概要の理解を目指す。具体的には、航空機の基
本的な構造、飛行の基本原理、航空界の基本的な用語から始まり、仮想フライ
トを通じた操縦業務、航空気象、航空法、飛行訓練、飛行の準備、エアライン
の運航業務に係るシステムなどを概説する。

機械工学概論

　本授業は、自動車や産業機械のような身近にある代表的な機械を例に、機械
工学の各分野がこれらの機械にどのように関わっているかについて、講義を行
う。具体的には、最も基本的な知識である４力学（機械力学・流体力学・熱力
学・材料力学）および計測制御・設計・材料学・加工学などの知識が、一つの
機械を作り上げるまでにどのように関係するのかを学び、機械工学の概要を理
解することを目的としている。

機械システム工学概論

　ロボットや自動車などに代表される「機械システム」に関する知識は、私た
ちの生活を今後さらに豊かにする上で、非常に重要となる。本授業では、大学
に入学してきた学生が、早い段階から「機械システム工学」への関心と理解を
深めるために企画されたものである。具体的には、自動車やロボットのような
身近にある代表的な「機械システム」を例に、機械システム工学の各分野がど
のようにかかわっているかについて講義を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

電気電子工学概論

　電気・電子・情報・通信技術は、さまざまな産業からインターネットを利用
した各種情報サービスに至るまで幅広く浸透し、私たちの豊かな生活と社会シ
ステムを支えている。本授業では、現代の電気電子工学を構成する電気・電
子・情報・通信工学を対象に、これらの社会的な位置付けを理解し、学生一人
ひとりの視野を広げることを目標としている。電気・電子・情報・通信分野の
発展の歴史、主要技術、最新動向、今後の展望等を紹介するとともに、それら
の基礎知識について教授する。また、電気・電子・情報・通信工学の学び方に
ついても指導する。

医工学概論

　医工学は医療の科学技術化はもちろん、高齢化社会、医療資源の枯渇あるい
は環境問題などの解決に不可欠の学問分野である。医工学を学ぶには医学から
理学・工学と多岐にわたる知識を必要とするが、授業では、生体の構造と機能
および特異性、生体の各種情報の特異性や種々の物理的エネルギーに対する生
体の反応、生体計測と制御、生体を対象とする医療機器や医療システムに必要
な条件などを概説し、医用生体工学の全体像が把握できるようにする。

生物工学概論

　生物学の知識や技術は、医薬品・食品・化粧品等の製造に用いられたり、医
療の現場において様々な疾患や病原体への対応に広く利活用されている。これ
ら生物工学の分野では、生物に関する基本的な知識・技術を理解し、社会につ
なげることが重要である。本科目では、生物の成り立ち、細胞と器官、DNAや
タンパク質を含む生体分子、医薬品の働きなどを学び、産業や医療への応用を
理解するためのベースとなる事項を身につけることを目的とする。

応用化学概論

　化学の知識や技術を応用して創られる化学製品は、豊かな現代社会を支える
基礎となっている。そして、これらの化学製品が環境問題の一因やエネルギー
問題の解決に役立っていることも事実である。本科目では、無機化学や有機化
学の知識を応用して創られる化学製品やその生産技術の概要について学ぶ。さ
らに、環境問題やエネルギー問題に直面する近代社会の現状を踏まえて大学で
化学を学び工学的に応用することの意義について考える。本科目を通じて、将
来の文明社会を担う化学技術者としての心構えや考え方を身につけることを目
的としている。

医用機器学

　本講義では治療機器、医療機器全般に関して講義する。臨床で使用される診
断機器（CT、MRI、超音波断層診断装置、PET等）また、臨床で使用される治療
機器（高気圧酸素療法や在宅医療機器等）について取り上げる。次いで、これ
らの医療機器を用いた診断法、治療法の概要に関して講義する。特に臨床工学
領域と関連の深い呼吸、循環領域の検査法、治療法に関しては詳細に解説す
る。 また、臓器移植に関連した脳死、人工呼吸装置についても取り上げる。
非常にリスクの高い患者管理に必要な細菌学、バイオクリーンルームについて
も概観する。

医学概論

　本科目は、1年次生がはじめて触れる「臨床への直接リンク」と現代社会で
生じている問題点や課題をリンクし、将来の方向性や可能性を考えていく科目
である。医学は、理論的学問と比べ、基本的に必要となる知識量が多いという
特徴がある。したがって、基礎となる知識から関連する多くの分野の知識を含
め、過去から現在、そして将来の可能性を意識しながら学問の体系化を行って
いく。そして、本学科での志や倫理観を含め、自分自身のモチベーションの持
ち方について考えていく科目である。

医工系専門英語

　近年、医学はもとより工学においても英語で専門的な情報を得なければなら
ない必要性が高まっている。この科目は、一般的な文章読解や対人コミュニ
ケーションの修得に重心を置くのではなく、英語で専門的な文献を読みこなす
基礎力の修得を目指していく。そして世界的な視野で医療技術と向き合うため
に必要な英語での専門用語の修得を目指しながら、英語の基礎力を向上させて
いく。

公衆衛生学

　本講義では医療と社会に付随する問題に対し、大局的な視点を養うことを目
的とする。まず公衆衛生の基礎的概念、疾病予防とそのための疫学調査法など
を解説した後、人口動態と医療・福祉とのかかわり、保健、生活環境と健康、
公害と疾病、食品衛生、労働衛生と産業医学、衛生統計の考え方、福祉と社会
保障などについて論じる。特に、各国の公衆衛生の考え方の比較に加え、日本
で進んでいる高齢化問題を軸として実社会における公衆衛生の理解を進めてい
く。なお、理解を深化させることを目的に、統計資料の検討や各種の事例研究
を交えながら講義を行う。

英語プレゼンテーション

　本科目ではグローバルな視点で医療技術を捉えていくことを目的に、医工学
関連の国際学会の英文論文集や抄録集をテキストとして、毎回トピックスを選
び輪読する。英語を通じて最新の研究動向に触れながら、論理的な文章の特徴
や語法・用語について学ぶと同時に、英語での質疑や応答の技術、グラフや図
表を用いた説明の仕方などにも触れる。仮想的な研究テーマを指定して、英文
抄録を作成し、情報発信能力の向上も目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

物理学Ａ（質点の力学・電磁気学）

  本科目では、物理学の基礎である「質点の力学」ならびに「電磁気学」の重
要な内容に絞って学習する。「力学」は最も簡単な系である一粒子の運動法則
（ニュートンの運動法則）の学習から出発し、運動方程式を用いて物体の運動
について理解する。引き続き、「仕事」、「エネルギーの概念とエネルギー保
存則」、「運動量の概念と運動量保存則」を学習する。「電磁気学」はその入
門を意識して、基礎的な知識・考え方を身につけることを目的とする。前半で
は静電気学的な現象を、後半では磁場が関与する現象において見出される種々
の法則を学ぶ。

物理学Ｂ（固体・流体・波動・熱）

　物理法則にもとづいて自然現象を捉えるための基礎的な物の見方・考え方に
ついて学ぶ。まず、物体の運動とは何か、主に剛体の運動に関するニュートン
力学の基礎的枠組について説明する。次に仕事やエネルギーの概念を正しく理
解するために、力と運動の関係を見直す。エネルギー保存の概念を、流体の定
常流れや、熱と仕事の等価性に対する議論に拡張する。さらに、エントロピー
の概念を導入し、熱は仕事に変換できる有効な熱とそうではない無駄な熱があ
ることを示す。最後に、音波と光（電磁波）の両者の性質を比較しながら、波
動現象の基礎的事項とその取り扱いについて講義する。

電気工学Ａ

　医用工学において、電気工学は単なる知識としてではなく、機器やシステム
を開発したり、臨床工学技士として従事するために道具として使いこなすため
の基礎科目である。本授業では単に知識を伝達するのではなく、自ら電気現象
を考え、回路の計算や解析が行える基礎力の養成を図る。

電気工学Ｂ

　本講義では「電気工学Ａ」で基本事項を理解し、 最新の臨床工学に必要な
電気工学の専門事項を理解するため、 工学系科目の学習に繋がる講義を行っ
ていく。具体的には、電荷と電界、 導体と電流、 電流と磁界、 電磁誘導、
電磁波、 直流回路（キルヒホッフの法則）、 交流回路、 過渡現象、 電力装
置・変圧器、 発電・モータ、医用機器の安全基準について学んでいく。

電気工学実習

　本実習では、電気に関連する講義で学んできた理論や法則を実習を通して体
得し、「医用治療機器学」や「医用機器安全管理学Ｂ」の授業で必要となる基
礎的知識や技術を身につけることを目的とする。実習の内容は、オリエンテー
ション、はんだ付けの方法、実験器具や実験設備の取り扱いの方法を学ぶ。具
体的には、商用電源、一次・二次電池、ローレンツ力、電動機、インピーダン
スブリッジ、フィルタ回路、過渡現象を実験のテーマとする。

電子工学Ａ

　医療機器の多くはトランジスタで代表される各種の半導体素子が各所で使わ
れている。本講義はその半導体素子の動作原理とその応用について学習する。
具体的には、前半で半導体の種類・構造とキャリアのふるまい・移動につい
て、後半でダイオードとトランジスタの種類・構造・特性・応用回路について
説明する。この講義を通じ、医用機器で用いられている増幅回路やスイッチン
グ回路、光検出・発光・半導体レーザーなどの光エレクトロニクス素子の理解
を深める。

電子工学Ｂ

　医療機器の多くはトランジスタで代表される各種の半導体素子が各所で使わ
れている。 本講義では半導体素子がいかに電子回路に使われどのような働き
をするのかを学習する。 ダイオード、 トランジスタ、 サイリスタ、 オペア
ンプ、 集積回路（IC）などの能動素子の構造や特性、 生体計測に不可欠な各
種センサや治療やデータ転送に必要とされる半導体レ－ザなどの光エレクトロ
ニクス素子の電子技術についても具体的に解説する。半導体素子の動作原理
と、それらがいかに電子回路に使われ、どのような働きをするかなどの応用技
術を学ぶ。

電子工学実習

　本実習では電気・電子工学の知識を実験を通じて身につけ、理論と実験結果
の違いを考察することにより、問題発見と解決の能力を培うことを目的とす
る。医療機器の多くはトランジスタで代表される各種の半導体素子が各所で使
われている。実験を通じ、半導体素子がいかに電子回路に使われどのような働
きをするのかを学習する。ダイオード、トランジスタ、サイリスタ、オペアン
プ、集積回路（IC）などの能動素子の構造や特性、生体計測に不可欠な各種セ
ンサや治療やデータ転送に必要とされる半導体レ－ザなどの光エレクトロニク
ス素子の電子技術についても具体的に解説する。

材料工学

　本科目では、現代の医療を支える材料とその基礎について講義する。化学的
視点から見た材料と、物理的視点から見た材料について解説する。講義前半で
は、原子の構造、電子配置、化学結合、結晶構造、溶体の性質について説明す
る。講義後半では、材料の諸物性や機能、特に材料の機械的性質について解説
した後、金属材料、セラミックス、高分子材料についてその特徴や製造方法な
どについて説明する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

医
工
学
の
基
礎

基礎製図

　本科目では図面を理解できるようになることを目標とする。また、設計者は
自分のアイデアを具現化するため、多くの情報を設計図面上に具体的に表現
し、その意図を正確・簡素に製作者に伝えなくてはならない。基礎製図の実習
を通じて、図面を正しく読むための読図能力と、対象物を正確に図面に表現す
る作図能力の体得を目指す。さらに、現在は図面をCAD(Computer Aided
Design)で描く時代であるため、CADによる作図の基礎についても体得する。

情報処理実習

　今日の社会・医療現場では、他人に情報を正確に伝達し、かつ他人から正確
に情報を受け取るコミュニケーションが非常に重要である。本実習では、その
情報伝達に欠かせない情報処理のスキルの向上を通じて、情報および情報伝達
とは何であるのか考察する。具体的には、Windows PC上でMicrosoft Office
を操作して、目的にかなう文書、表、グラフの作成とデータの解析手法を学
ぶ。

プログラミング演習

 システム工学を基に、システムの分析ならびに開発を行う場合、問題をモデ
ル化し数式化する数学的知識が必要である。ほとんどの問題は複雑な計算とな
る可能性が多く、実際にはコンピュータプログラミング技術により解析する必
要が生じる。本科目では、「システム工学１・２」および「情報処理工学Ａ・
Ｂ」で習得する知識の理解を深めることを目的に、課題として行う演習を通し
て、より実践的に経験を積むことにより理解を深めていく。具体的には波形と
スペクトル、システム応答のシミュレーション、フィードバック制御技術など
について、基礎から理解を深めていく。

基礎解析

　身の回りで発生するいろいろ物理的な現象を理解しようとするとき、物理的
な現象を方程式で表し、数学的な手法により解く方法が知られている。方程式
で表し解くことを修得することにより、物理現象だけでなく、生体もシステム
として理解することができるようになる。この数学的な手法として微分方程式
の解法やフーリエ解析、ラプラス変換、複素関数論がある。本講義では、これ
らの数学的手法についての知識を習得することを目的として、既に学習した微
分・積分・三角関数等の知識を基本に、微分方程式、ラプラス変換、フーリエ
解析をについて講義する。

応用数学

　本科目では既に習得した数学の知識をより実践的なものにするため、「いろ
いろな問題を自分自身で解く」ことで演習を進めていく。主なテーマは、
（１）微分方程式の解法、（２）複素数と複素関数、（３）確率と統計、であ
り、これらのテーマは卒業研究などで必要とされる知識である。演習では、
「いろいろな問題をたくさん解く。ノートは自分で問題を解くことで作る」こ
とに重点を置き、毎授業で演習問題を各自で解き説明を行うことになる。これ
により、解法力と応用力を同時に養っていく。

情報処理工学Ａ

　本科目では、「情報処理実習」「プログラミング演習」の実践的な学びを受
けて、コンピュータの本質をさらに深く理解するための講義を進める。医療現
場で利用されている医療情報システムについて、ディジタル信号処理、医療情
報システムを中心に解説する。また、臨床工学に必要な情報処理工学の基礎で
ある計算機の原理、計算機のソフトウェア、数値計算アルゴリズムについても
理解を深化させていく。

情報処理工学Ｂ

　本科目では、「情報処理実習」「プログラミング演習」の学びを受けて、コ
ンピュータの本質を理解するために講義を進めていく。医療現場で利用されて
いる医療情報システムについて、ディジタル信号処理、医療情報システムを中
心に解説する。また、臨床工学に必要な情報処理工学の基礎、データ通信やコ
ンピュータネットワーク、知的財産や情報関連の法律についても理解を深化さ
せていく。

システム工学１

　本講義では、医学と工学の両分野を考慮して、人間を含めたシステムを分析
または開発する上で重要となる、システム理論、信号理論、制御理論の基礎習
得を目的とする。主な内容は、①システム工学の基礎、②システムの設計と評
価、③信頼性、④生体システム、⑤制御と伝達関数、でほとんどが卒業研究等
に関連してくる重要な内容である。また、特に医療施設で使用されているシス
テムとシステム工学との関連を中心に数学的知識を深めながら、分析手法につ
いても解説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
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科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

システム工学２

　本講義は「システム工学１」で学んだ理論的基礎に基づき、臨床工学に必要
な、生体時系列情報や画像情報の信号処理の実際について学ぶ。授業は、脳波
などの時間波形を例題として扱う。主な内容は、インパルス応答、伝達関数、
信号と雑音、誤差、アンサンブル平均や適応フィルタによる処理、自己および
相互相関関数による解析、ゼロクロス法やピーク法など比較的単純な周波数分
析手法、高速フーリエ変換を用いたスペクトル推定、量的および質的に限定さ
れたデータの扱い、フィードバック制御である。

生体シミュレーション工学

　モノづくりでは、実際に作る前にコンピュータ上でモノの特性を微分方程式
として表し解析することがある。このような解析する技術はシミュレーション
と呼ばれ、大規模システムなど実験的に確認できないような研究にも応用され
ている。生体内の流体、力学、熱などの物理現象も微分方程式で表すことがで
き、シミュレーション技術を応用することにより工学的に解明することができ
る。本講義では、物理現象を微分方程式で表すモデル化・数式化から始まり、
有限要素法などの数値計算法の解説、今後の展望等について講義する。

生体制御工学

　医師が行っている投薬や手術などは、患者を望ましい状態に制御する操作と
解釈できる。生物が持つホメオスタシスは細胞外の環境を一定に保つ機能であ
り、体内で行われる制御そのものである。加えて、治療ロボットや義手・義足
の開発に伴ってそれらの制御問題も重要になりつつある。しかし、これまでの
医工学分野では制御工学をあまり重要視してこなかった。本科目では、ブロッ
ク線図やラプラス変換の復習という座学から始めて、古典制御（PID制御）を
実際に使えるように説明する。そして、それを応用して実際の装置をフィード
バック制御する手法を学ぶ。

最適化工学

　最適化という手法は、交通路線やカーナビゲーションのルート検索、効率が
最大となる作業手順の検討、電力損失が最小になる機器パラメータの設定な
ど、現在、至る所で使われている。医療現場、あるいは医療機器開発において
も、例えば患者や医療従事者の負担を最小とする治療や費用対効果が最大とな
る機器開発など、最適化手法が求められる場は今後ますます増大する。本講義
では、評価関数による最適の定義から説き始め、最小二乗法、変分、線形計画
法、遺伝的アルゴリズムなどのアルゴリズムを解説する。

人工知能アーキテクチャ

近年のロボット開発には、音声認識や画像認識等の技術のみでなく、人の思
考や判断の過程を工学的に実現する人工知能も必要となる。人工知能は半世紀
も前に開発が始まり、現在では医療への応用も期待されている。本講義では、
人工知能の研究を過去から未来へと紹介する。過去に開発されたエキスパート
システムやニューロコンピュータが含まれる。まだ、現在話題となっている機
械学習やディープラーニング、それらを構築する上で有効な手段となるプログ
ラミング言語Pythonについても解説する。

医用データマイニング

　近年、生活のさまざまな場面で情報が統合的にシステム化され、商業や流通
から医療に至るまで、きわめて大量のデータが集積され処理されるようになっ
た。こうした”big data"から有用な情報を抽出する技術はデータマイニング
と呼ばれている。本講義ではデータマイニングの基礎概念として、データベー
ス、知的情報処理、パターン認識、クラスタリング、決定木、各種の回帰分析
などについて解説し、医療分野での応用事例を軸に最新の研究成果も紹介す
る。

ヒューマンコンピュータインタラクション

　人とコンピュータのかかわりは多様化し、さまざまなモダリティを介して高
度なインタフェースを成している。運動障害者のための代替コミュニケーショ
ン手段としてのBrain Computer Interface BCIはその代表といえる。本講義で
は、BCI技術を例として、脳波やNIRSなどの生体計測、それらの信号処理、意
思決定論理、信号のフィードバックや外部システムの制御などについて学ぶ。
この分野の医療・福祉への応用についても触れ、最新の研究成果も紹介し、英
文の資料の輪読も行なう。

アドバンストプログラミング

「プログラミング演習」から始まり積み重ねてきた、プログラミング言語の
文法、与えられた問題のアルゴリズムを考えること、プログラムとして表現す
ることについて、より実践的なソフトウエアの開発、例えばグラフィカルユー
ザーインターフェース（GUI）を使ったプログラミングなどについて理解を深
めていく科目である。本科目では、C++やC#でGUIを使用したソフトウエアの開
発を実践的に身に付けていくことを目標とし、オブジェクト指向型のプログラ
ミングについても解説する。
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科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

物性工学

　電気、磁気、超音波、光などの刺激を生体に与え、その応答を解析して情報
を得ることは重要である。物理刺激の伝播法則や、刺激に対する生体特性を理
解しておくこと必要がある。本講義では、物性工学の概要、生体の力学特性、
生体の流体力学的特性、生体の電気特性、生体と超音波、電磁波、生体の産熱
と放熱について講義する。個々の生体物性について、生体における光の吸収と
散乱、生体の放射線特性、医用画像に関して解説する。

機械工学

　機械工学は「ものづくり」の根幹をなす学問領域の一つであり、あらゆる機
械システムの設計、開発、製造に活かされている。機械工学なくして、人類に
とって有用な「もの」は存在し得ないといっても過言ではない。機械工学は材
料力学、機械力学、熱力学、流体力学の４力学と、設計製図を柱としている。
本科目はこれらの４力学に焦点をあて、修得しておくべき基礎的事項をME機器
との関連を含めて講義する。

バイオマテリアル

　バイオマテリアルを用途別に分類して、材料の構造、性能、加工性、耐久
性、経済性などを系統的に理解する。さらに、材料と生との界面において重要
な問題である材料の生体適合性、安全性について分子レベルに掘り下げて学習
し、バイオマテリアルの本質を理解して現状の問題点の把握と理想的なバイオ
マテリアルの設計に必要な基礎について、また　手術用材料、軟組織補綴材
料、眼科材料、医薬用材料、金属材料、高分子材料、セラミックス、生体適合
性材料、生体分解吸収性材料、バイオマテリアルの安全性などを中心に学習を
進める。

バイオメカニクス

　本講義は生体の各種生理学的現象を力学的原理、主に機械工学にもとづいて
理解することを目的とする。講義前半では、一般力学の基礎について、「物理
学」の授業で学んだ内容を復習した上で、生体組織のうちでも取り扱いが比較
的容易な硬組織を採り上げ、その材料力学的特性について学ぶ。その後、生体
組織の異方性や粘弾性などについて解説する。さらに、血流など生体流れの力
学について説明し、流れの種類や特徴、血液の性質について学習する。講義後
半では、生体の熱的現象理解の基本として、熱力学の法則、熱伝導、気体の状
態方程式などについて学ぶ。最後に、筋骨格系の力学として、関節反力や筋力
の推定法について説明する。

医用ロボティクス

　現代社会においてロボットは身近な存在となっており、多くの分野に応用が
進んでいる。本科目では、ロボット工学への導入として、まず「ロボットとは
何か」、その起源や開発における歴史的経緯の説明からはじめ、昨今話題と
なっている人工知能との関連性にも言及する。その後、主に機械工学の立場よ
り、ロボットアームの力学、ロボットの構成要素（機械要素、アクチュエー
タ、センサ）、ロボットの制御と設計の基礎について説明する。これらを通じ
てロボット工学の方法論について修得することを目標とする。

バイオミメティクス

　バイオミメティクスは、生物のもったすぐれた機能（仕組み）や構造（形
状）を模倣し、それらを人工的に再現し、工学や医療分野に応用する研究分野
である。そのため、対象とする生物をよく観察し、その本質・特徴を表現する
モデルを的確に作成し、物理学的・材料学的・工学的に実現するプロセスが重
要となる。本科目では、このようなバイオミメティクスの方法について学ぶ。
サメ肌をヒントにした水着や、動物の足裏のパターンをまねたスポーツシュー
ズなど、さまざまな開発応用事例を通じて、生物はこんなに巧妙な仕組みで動
いていたのか、その本質の捉え方に重きを置き講義する。

人の構造及び機能Ａ

　身体の様々な構造を明らかにする解剖学と身体の様々な機能を明らかにする
生理学は、医学の中で最も基本的な学問である。本講義ではまず、人体あるい
は生命体の基本単位である細胞のはたらきについて、分化の程度を異にする細
胞の集団からなる組織の特徴と構造について解説する。そして人体の構造の主
となる骨格と筋の構造と機能について解説する。また、神経細胞の細胞レベル
でのはたらきから、各種の感覚を含む神経系の構造と機能について、末梢から
中枢に渡って説明する。

人の構造及び機能Ｂ

　基礎医学においては、体の構造と機能に密接な関係をよく理解する事が大切
である。本講義では人体を、循環器、免疫系、消化器系、呼吸器系、泌尿器
系、内分泌系といった緒系統の解剖および生理的機能について解説する。特に
呼吸・循環・代謝系を理解することは生体機能代行装置学を学ぶ上で大変重要
である。また、消化器系、免疫系は生化学、免疫学につながる基礎的知識であ
るため、十分に理解する必要がある。人体の構造と機能を理解し、今後学習す
る臨床医学関連科目への導入とする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

生化学

　生物は細胞の集合体である。細胞は、個々のレベルで成長、分化、修復、適
応、自己複製を行いつつ、細胞間、組織間で協調した統一体としてふるまう。
この活動、協調統合には化学反応が基本的に介在している。本講義はこれらの
生化学的機序の理解と、その上で、さまざまな病態における変化とその解析方
法の理解を目的とする。具体的には生体内物質すなわち、糖質、タンパク質、
脂質、酵素、電解質、ホルモン、生体色素などの生物学的意義などについて解
説する。

病理学概論

　臨床工学が病める人を対象とする以上、疾病の認識は欠くことの出来ない。
病理学は基礎医学と臨床医学にまたがる学際的な学問である。本講義では、人
体の正常な状態を学習した上で、病的な状態を解説する。病理学の医療におけ
る意義、病理関連領域等(代謝障害、循環障害、退行性病変、炎症感染症、免
疫、新生物等)について総合的に理解することを目標とする。また、これに関
係する各種検査方法とその診断法、臓器別疾患の病態等についても講義する。

生理学

　全ての人体の器官や組織は、人体の内部環境を恒常的に維持するために機能
している。人体は恒常性を維持できなくなると、機能不全や疾病と呼ばれる病
的状態に陥る。したがって、病気の診断に恒常性の善し悪しの評価は不可欠
で、臨床の現場では、機能的生体情報あるいは形態学的生体情報を採取して診
断が行われてる。本講義では、日常の診療に多用されている生体情報を取り上
げ、それらの生体情報の生理学的および病理学的意義とそれぞれの測定法につ
いて学ぶ。

免疫学

　免疫は「疫を免れる」という名前通り、病原微生物から生体をまもる重要な
防御機構である。体外循環においてはアレルギー反応、輸血時の拒絶反応、自
己免疫疾患における自己抗体の除去などに遭遇する。ここでは医用工学者とし
て必要とされる免疫システムの基本的なしくみを理解することにより、今後必
要となる臨床的な項目について、その機序、治療法を理解するための基礎とす
る。免疫システム概論、感染症と免疫、血液型と輸血、移植免疫、アレルギー
（過敏反応）、自己免疫、免疫抑制剤、免疫吸着療法などについて理解するた
めの基礎的事柄を学習する。

基礎医学実習

　本実習では座学で得た知識を体験学習を通じて身に付けることを目的する。
人体の標本を手にとって人体の構造的角度から理解すると同時に、呼吸・循環
系および筋肉系の機能や心電図や脳波の波形を観察することによって器官や系
の働きや構造・機能の両面から観察する。実習器具取り扱い法、脳波の計測、
平衡感覚、イオンと心筋収縮、病理標本鏡見、人体解剖体幹部、人体解剖頭頸
部、ヒトの心電図、血圧測定、尿検査、救急蘇生をテーマとする。

臨床医学総論

　医学には、生物学的側面や理論的な研究手法に基づく基礎医学と、診断と治
療や予防を中心に据えた臨床医学とがある。本講義では、現在の医療技術の礎
となっている医学の歴史について概観する。次いで、内科学、外科学の総論と
しての、症候学、治療の管理事項、基本的な手術操作と手術機器、インフォー
ムドコンセント、セカンドオピニオンについて解説する。

薬理学

　特に治療を目的にした臨床工学技士に、薬理学の知識は必須である。ここで
は、薬物の分子レベルでの作用から個体レベルでの作用を簡潔に説明し、薬剤
の基礎から臨床使用法まで、系統的な理解を目指す。臨床工学領域において頻
繁に使用される薬剤、心臓外科手術・人工透析関連・麻酔関連・集中治療領域
で汎用される薬剤に関しては、使用法や副作用について、詳しく講義する。薬
理学の講義であるが、臨床医学・解剖学・生理学の体系的理解が基本となる。

放射線画像診断学

　本講義は、「放射線」という名称であるが、放射線を使わない画像診断装置
（超音波やMRI）も内容に含む。　疾病の治療は、「来院ー診断ー治療方針決
定ー治療」の順序で行われるが、治療方針決定の道具として、近年非常に重要
性が増しているのが画像診断である。病院で働く際に必要な、(1) 画像解剖の
知識、(2) 疾病が示す画像所見、(3) 画像診断の目的などについて、お互いが
つながる学習を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

計測工学

　今日の医療現場には多数の生体計測用の医用機器が導入され、診断、治療、
介護などの全ての分野で幅広く利用されている。本講義では、先ず計測とは何
か、計測値の意味と取り扱い、誤差について等の基礎について講義する。次に
工学技術を使用した医療現場で行われている計測について、その基礎や原理を
中心に講義する。主に取り扱う機器は、心電計、脳波計、筋電計、生体情報の
各種分析装置である。

生体信号処理工学

　生体信号は比較的規則性の高いものからランダム過程として扱うべきものま
で幅広く、定常性も考慮すると、データ処理においては注意が必要である。こ
の講義では定常不規則過程を例として、サンプリング、平均値と分散、数値
フィルタ、確率密度関数、フーリェ解析、高速フーリェ変換、自己相関と相互
相関、パワースペクトルなどについて解説する。デジタルデータのサンプルを
配布し、実際に処理を体験することにより生きた知識として習得する。

生体計測装置学

　生体計測は診断学の基本手段であるのみならず、治療効果の評価や治療経過
の監視、さらには予防や健康管理に重要である。生体計測技術は医用工学とく
にMEによって発展しているので臨床工学との関連性が深く、臨床工学技士が臨
床の場で直接関与する機会の多い重要項目である。生体計測装置学の学習にお
いては装置そのものの機構や機能を知り、解剖学・生理学・病理学などに基づ
いた生体計測の意義を充分に理解することを目標とする。

医用画像装置学

　現代の診療ではX線やMRIなど様々な画像検査が行われており、医療を支える
大きな分野となっている。それゆえ、臨床あるいは医用機器メーカーなどでの
従事を目指すには、これに関わる装置の構造と原理、及びそれを使った画像の
構築方法に対する理解が欠かせない。本講義では、単純X線、X線CT、シンチグ
ラム、SPECT、PET、超音波画像、MRI、及び内視鏡について、装置の工合・原
理と画像構築法を説明する。

生体計測装置学実習

　「生体計測装置学」で学んだ知識を基に実習を行なう。種々のセンサを手に
とり動作原理を確認すると同時に、実際にセンサを生体に装着して生体情報の
表示記録および計測を行い、座学では得られない体験学習を通じて疑問点や問
題点を解決する。実験器具取り扱い法、サーモグラフィ、心機図、血糖の計
測、光電比色計、脳幹誘発電位、生体計測装置学演習、筋電図基礎と応用、肺
機能検査、超音波検査、心臓カテーテル法について実習する。

医用機器安全管理学Ａ

　今日の医療現場では、数多くの医用機器が用いられる。医療行為の違いに
よってこれらはその都度組みかえられて使用される。医用機器を安全に使用
し、患者の安全を十分に確保しながら医療行為を遂行するためには、医療機器
やそれらを構成する部品の安全性の保障だけではなく、使用環境、患者、医療
スタッフなど、これら全てを一つの「システム」として考え、安全対策をとる
ことが有効である。本講義では、システム安全の基礎となる信頼性工学につい
て概説し、信頼性に関する製品の設計手法、データの処理方法、予測方法、管
理手法の基礎に触れる。

医用治療機器学

　この講義では、物理的エネルギーを利用した臨床現場でよく用いられる治療
機器を、電気的治療機器、手術用機器、機械的治療器、ICU/CCU用機器に分け
て、それらの使用目的、原理・構造、操作・運用、保守・点検について解説す
る。主な機器は、除細動器、電磁波治療器、電気メス、レーザ治療機器、温熱
治療装置、内視鏡、結石破砕装置、麻酔器、ICU/CCU関連機器、ダ・ビンチで
す。また、滅菌・消毒装置についても解説する。

医用機器安全管理学Ｂ

　「医用機器安全管理学Ａ」に続き、より現実的な安全上の諸問題を各論的に
取り上げ、具体的な対処の手法を示し、次いで臨床工学技士の業務の一部とな
る安全管理の実際について、病院内における業務を紹介しつつ解説する。呼
吸、循環、代謝領域の各種治療法の安全管理、そして医療施設内で実際に起
こったトラブルに関して実例を挙げて、その対処法について講義を進める。医
療施設における安全管理の取り組みに臨床工学技士として直ちに参加しうるレ
ベルにまで到達することを目標とする。

Ⅳ
主
専
攻
科
目
（

学
科
開
講
科
目
）

生
体
計
測

機
器
と
安
全

基本計画書－41



授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

機
器
と
安
全

レギュラトリーサイエンス

　本学科は、学習する科目が電気・電子、機械、材料、物性、計測、システム
といった工学分野に加えて基礎・臨床医学と幅広いという特徴がある。将来、
医療現場、医療機器メーカー、医療機器認証機関、および医療行政現場で専門
性を活かすためには、これらの領域を束ねて活用することが必要である。特
に、医療機器開発の企画やプロジェクト管理は医工学の幅広い領域を束ねて活
用する業務であり、レギュラトリーサイエンスはそれを支える知識・手法の一
つである。本授業では一般的なレギュラトリーサイエンスの概論と手順に引き
続いて、医療機器・医用システムの実際の開発過程について紹介する。

生体機能代行装置学総論Ａ

 「人の構造及び機能Ａ・Ｂ」で学修した内容を基に、機器により代行しうる
生体の機能について講義する。この講義では主に代謝機能代行装置について解
説する。まず、血液浄化療法の歴史について概説し、腎疾患と病態生理につい
て解説する。次いで、血液透析の原理と構成では、拡散と浸透、限外濾過、透
析膜について、治療モードについて説明する。透析技術では、透析液、抗凝固
薬、バスキュラーアクセスについて解説する。また、透析技術を応用した各種
治療法について学ぶ。

生体機能代行装置学総論Ｂ

　この講義では主に、循環機能代行装置について学修する。循環機能障害の病
態生理について解説する。損なわれた循環機能を補うための手段としての、
PCPS、IABP、補助人工心臓について解説する。また、手術に欠かせない人工心
肺装置、人工呼吸装置とその周辺機器についての概要を説明する。不整脈治療
としてのペースメーカ、ICD、CRTとその管理の概要についても学ぶ。

代謝機能代行装置学

　臨床工学技士の業務で最も従事者数が多いのが、血液浄化業務である。この
講義では腎疾患を対象とした代行装置を中心に講義する。その前段階として、
腎臓の解剖と機能、病理について学習し、その上で血液透析について透析原
理、透析装置の構造・構成操作・運用、保守・点検、患者管理、シャント形成
術について学ぶ。その他の治療法として、血液濾過、腹膜透析、血液吸着につ
いても解説する。又、腎不全以外の各種疾患に対する血液浄化療法についても
学習する。

循環機能代行装置学Ａ

　心臓外科手術の際に使用する各種循環機能代行装置に関して講義する。具体
的には人工心肺装置に関して、血液ポンプ、人工肺、病態生理、運転方法、ト
ラブルシューティングについて、補助循環に関して、IABP、PCPS、左心バイパ
ス、拍動流補助人工心臓、全置換型人工心臓に関して説明する。さらに各種装
置に使用する物品に関する原理、材料について、操作法、装着方法、生体の臓
器との違い、安全な使用方法、保守点検方法について解説する。

循環機能代行装置学Ｂ

　電子技術の進歩とともに、ペースメーカや除細動器は、著しい進歩を遂げ
た。本講義ではまず、心電図の読み方、ペースメーカの構造、ペーシングリー
ドの構造、プログラミング、トラブルシューティングに関して解説する。ペー
シング治療は、従来の徐脈性不整脈の治療から、致死性不整脈の治療、重症心
不全の治療へと効用範囲は広がっていく。ペースメーカならびに除細動器に関
する知識の習得ならびに、カテーテルアブレーションに関する知識の習得を目
的する。さらに、心機能の評価に関する心臓カテーテルの理論と実際の仕様、
虚血性心疾患に対する血管内カテーテル治療についても学ぶ。

呼吸機能代行装置学

　呼吸は生物にとって根源的な行為であり、呼吸が損なわれれば死に直結す
る。本授業では、呼吸機能を代行する人工呼吸装置と吸入麻酔を行う麻酔器に
ついて学ぶ。まず呼吸の生理と病態生理について深く学習する。その上で、人
工呼吸装置の構造、基本的操作法、適用疾患、呼吸モード、警報、医療ガス配
管、安全管理について講義する。さらに、新生児や乳幼児の呼吸管理に加え
て、麻酔器の構造、保守点検、吸入麻酔の方法と目的についても説明する。

ゼ
ミ
ナ
ー

ル 卒業研究１

　本学科では４年間の総まとめとしてこれまでの知識や技術を総合した「卒業
研究」を行うが、「卒業研究１」はこの研究が科学的手法で行えるように準備
するための科目である。ゼミナールではテーマを選定し、仮説を立てて実験手
法をデザインするまでを行なう。研究テーマは、興味を持つ領域に相応しい研
究室に所属して決め、最新の情報を調査し、研究が何処まで究明され、どこが
解っていないかを知り、未知の分野について仮説を立てる。その仮説を究明す
るにはどのような実験をどんな方法で行うのが適切かを考える能力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

ゼ
ミ
ナ
ー

ル 卒業研究２

　「卒業研究１」で決定した研究テーマについて実験を行い、得られた結果と
考察を基に結論を導く過程で科学する態度を養う。同時に専門知識を深めて医
用工学技術に関する諸問題に積極的に挑戦する行動力と創造性を培うともに、
今後技術者や臨床工学技士として医用機器の研究開発あるいは臨床応用に生か
すことを目的とする。最終的には卒業研究発表会で各自が研究成果を発表し、
質疑応答を行う中でプレゼンテーションの技法、特に表現力や説得性を身につ
ける。

医用治療機器学実習

　現在臨床で用いられている治療機器の臨床的適応、機器の操作、保守・点
検・管理について学ぶ。治療機器の基本動作、原理について習熟することは極
めて重要である。輸液ポンプ、電気メス、超音波断層診断装置、ペースメー
カ、医用治療機器学演習、麻酔器、シリンジポンプ、低圧持続吸引器、直流除
細動装置・AED、超音波メス、内視鏡治療の原理と構成について実習する。

医用機器安全管理学実習

　現在の医療技術は医用電子工学領域の進歩により、様々な医用機器が用いら
れている。それらの医用機器を安全に使用するためには、生体の電気的特性、
物理的特性、生物学的特性について理解することが重要である．生体の特性を
踏まえた上で検査領域、治療領域における医療の安全について実習する。ま
た、臨床で使用される代表的な機器の安全対策についても実習する。

看護学概論

　本科目では、保健医療チームの中で働く看護職の位置づけとその役割および
看護活動の一端を紹介する。また、看護職およびその他の医療職の対象である
健康人から健康を逸脱している患者やその家族の健康や疾病に対する考え方や
対処行動について理解し、医療職としての支援方法について、その基本的考え
方や技術を理解することができるよう理解を深める。看護の対象は、患者のみ
ならずその家族にも影響を与えていることを考慮し、ケア・対処方法などを患
者・家族の立場から一緒に考えていく。

臨床医学各論Ａ

　本講義では内科学的疾患へのアプローチを学ぶ。疾病の原因と症状、患者心
理疾病の経過と転機について講義する。基礎的内容を踏まえて、チアノーゼ、
浮腫、肥満、痩せ、呼吸困難、動悸、黄疸の症候について講義する。次いで、
脱水、酸塩基平衡、電解質異常、ショック状態について学修しそれぞれの病態
が全身に及ぼす影響と治療について学ぶ。各論として、呼吸器、循環器、泌尿
器、内分泌、神経系疾患について解説する。

臨床医学各論Ｂ

　本講義では、腹腔臓器である消化器系の疾患、感染症、血液疾患を対象とす
る。各臓器の生理的機能が失われるとどのような疾患が起きるのか、どのよう
な治療法が適当であるのかを講義する。消化器系疾患では、食道・胃・腸・肝
臓・胆道系・膵臓の疾患についての病態生理・治療法について解説する。感染
症は、総論および主要な感染症(各論）の他、社会問題にもなっている院内感
染・多剤耐性菌について取りあげ、その発生原因・対処法について説明する。
血液疾患は、貧血、白血病、血液凝固異常などを取り上げ、その病態生理と治
療法について学ぶ。

臨床医学各論Ｃ

　麻酔と手術による治療は多岐にわたり多くの分野で成果を上げているが、こ
れには医用生体工学技術の役割も極めて大きい。本講義では基礎的な生理学を
確認した後、麻酔の概要、手術の方法、適用、滅菌や殺菌、患者管理等の基礎
的事項、またこれにかかわる医用工学的な側面について解説する。

関係法規

　本講義では、臨床工学技士として医療関連業務を行うにあたり、その根拠法
となる医事関連法規（臨床工学技士法、医療法、医師法、薬事法、臓器移植法
など）を中心に法の概念を学ぶ。また、臨床工学技士の業務を具体的に定めて
いる臨床工学技士業務指針についても解説する。さらに「医の倫理と医療行
為」や「医療過誤および医療事故」など、現代医療が抱えている諸問題にも言
及し、医療に携わる者が必要とする基本的な知識を習得する。

資
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（工学部　医工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

生体機能代行装置学実習

　本実習は臨床工学技士の主要な業務に関する内容であり、生体機能代行装置
の操作、保守･点検・管理について習得することを目的とする。人工心肺装置
に関して、血液ポンプ、人工肺、運転方法、トラブルシューティングについ
て、補助循環に関して、IABP、PCPSについて実習する。さらに各種装置に使用
する物品に関する原理、材料について、操作法、装着方法、生体の臓器との違
い、安全な使用方法、保守点検方法を学ぶ。

臨床実習Ａ

　これまでに学んだ臨床工学の知識をもとに、臨床工学技士の行う業務につい
て臨床の現場で見学を中心に実際的な知識や技術を体験学習する。実習は見学
が中心になるが、臨床の現場では座学では得られない知識や問題解決のヒント
を提供してくれる。患者の尊厳を損なわず、恐怖や不安を与えることなく患者
に接する技術を修得し、臨床医学について研鑽を積まなくてならない。主に、
人工心肺業務・透析業務について実習する。

臨床実習Ｂ

　これまでに学んだ臨床工学の知識をもとに、臨床工学技士の行う業務につい
て臨床の現場で見学を中心に実際的な知識や技術を体験学習する。実習は見学
が中心になるが、臨床の現場では座学では得られない知識や問題解決のヒント
を提供してくれる。患者の尊厳を損なわず、恐怖や不安を与えることなく患者
に接する技術を修得し、臨床医学について研鑽を積まなくてならない。主に、
集中治療室業務・心臓カテーテル室業務について実習する。

臨床実習Ｃ

　これまでに学んだ臨床工学の知識をもとに、臨床工学技士の行う業務につい
て臨床の現場で見学を中心に実際的な知識や技術を体験学習する。実習は見学
が中心になるが、臨床の現場では座学では得られない知識や問題解決のヒント
を提供してくれる。患者の尊厳を損なわず、恐怖や不安を与えることなく患者
に接する技術を修得し、臨床医学について研鑽を積まなくてならない。主に、
ＭＥ機器管理室業務について実習する。

臨床実習特論

　臨床実習に行く前に臨床実習の基本的な流れを身につける。基本的な臨床実
習マナーとして準備、予習方法や、患者接遇の方法、実習中の安全管理として
記録・報告・連絡・相談の重要性、院内感染対策・守秘義務・個人情報保護を
再確認する。そのうえで客観的臨床能力試験：Objective Structured
Clinical　Examination（OSCE）を実施し、筆記試験では評価できない技術，
態度を客観的に評価する。

ＭＥ基礎

　医工学は工学と医学が融合された学問領域である。その中でMEとはメディカ
ルとエンジニアリングの融合を意味する。この科目では、医工学を学び、さら
に医療機器の開発、操作運用を円滑に行うための基礎的知識の定着を目指す。
電気、電子工学、機械工学、物性工学、材料工学、臨床工学がどのように医療
現場に応用されているかを総合的に学ぶ。

臨床工学特論１

　臨床工学関連科目でこれまで学んだ診断、治療の工学的基礎となる生体計
測、電気電子工学、治療機器学、生体機能代行装置学、安全管理工学及び種々
の臨床医学系科目などについて知識の整理を行うと供に、各科目内容の関連性
をよく理解することを目的とする。これにより企業、病院において求められる
知識を系統的に整理する。医用生体工学の本質を理解すると供に、実際の問題
発生時に迅速に対処できる力の基を養う。

臨床工学特論２

　「臨床工学特論１」で学んだ診断、治療の工学的基礎となる生体計測、電気
電子工学、治療機器学、生体機能代行装置学、安全管理工学及び種々の臨床医
学系科目などについて知識の整理を行うと供に、各科目内容の応用編として理
解を深めることを目的とする。これにより企業、病院において求められる知識
を系統的に整理し、応用することができる。医用生体工学・臨床工学の本質を
理解すると供に、実務的に対応する能力を養う。
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神奈川県平塚市 

図面―5



 

  

 
 

東海大学 伊勢原校舎 
(位置関係図) 

東海大学 
伊勢原校舎 
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東海大学 湘南校舎 
(最寄の駅 経路図) 

 

 
小田急線「東海大学前」駅 
下車 

徒歩１５分 
距離 1.1 ㎞ 

図面―7
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伊勢原校舎 

 
小田急線「伊勢原駅」より 

「東海大学病院」行き 
または    「愛甲石田駅」

行きバス乗車（約１０分）「東

海大学病院」下車。 
 
小田急線「伊勢原駅」より  

徒歩２０分。 
距離 1.5ｋｍ 
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湘南校舎配置図 
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伊勢原校舎配置図 
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区　　分 専　　用 共　　用
共有する他の学

校の専用
計

校舎敷地 101,425.38  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 101,425.38  ㎡

運動場用地 4,725.9  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 4,725.9  ㎡

小計 106,151.28  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 106,151.28  ㎡

その他 12,691.00  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 12,691.00  ㎡

合計 118,842.28  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 118,842.28  ㎡

専　　用 共　　用
共有する他の学

校の専用
計

86,066.04 ㎡
 （ 86,066.04 ㎡）

0.00  ㎡
　（ 0.00 ㎡）

0.00  ㎡
　（ 0.00 ㎡）

86,066.04 ㎡
 （ 86,066.04 ㎡）

校
　
地
　
等

校舎

伊勢原校舎　校地・校舎面積

図面―10
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１．設置の趣旨及び必要性 

 

１．東海大学の 2022年度改組改編 

東海大学では、建学 80周年にあたる 2022年４月に全学的な改組改編を行う。その目的は、

来るべき社会の変化に対応し、地球市民として未来を創造していく人材育成を推進すること、

そして、建学以来継承してきた文理融合の理念と一貫教育を基軸とした教育・研究活動をよ

り一層進化・推進し、学生が幅広い知識を養い、深い理解力をもって社会に貢献することで

ある。改組改編の概要としては、学部学科の再編により、全国５キャンパス８校舎 23 学部

62 学科・専攻体制とする。学部学科の新設状況は次のとおりである。 

 

①湘南キャンパス 

湘南キャンパスにおいては、理工系から情報系、社会・人文科学、体育スポーツまで、文

理融合型総合大学ならではの多様な学部構成を活かし、受験生の多様なニーズに応えられる

よう、既設の学科・課程を統合してシナジー効果を引き出すための集約型学科構成を目指し、

湘南校舎（神奈川県平塚市）に次の学部学科を新設する。 

児童教育学部（児童教育学科）を新設する。 

情報理工学部に情報メディア学科を新設する。 

建築都市学部（建築学科、土木工学科）を新設する。 

工学部に機械システム工学科、医工学科、生物工学科を新設する。 

 なお、児童教育学部（児童教育学科）の新設は設置認可申請中であり、工学部医工学科の

教育研究は、湘南校舎及び伊勢原校舎（神奈川県伊勢原市）で行う。 

 

②東京キャンパス 

東京キャンパスにおいては、都心からほど近くに位置する利便性の高い立地を活かし、来

るべき国際社会で活躍できる人材を育成するため、高輪校舎（東京都港区）に次の学部学科

を新設する。 

経営学部（経営学科）を新設する。 

国際学部（国際学科）を新設する。 

情報通信学部に情報通信学科を新設する。 

なお、これらの学部学科の教育研究は、湘南校舎及び高輪校舎で行う。 

 

③静岡キャンパス 

静岡キャンパスにおいては、海洋国家日本を支える人材を養成してきた既設の海洋学部の

さらなる充実と静岡地域における人材育成に関するニーズに応えるため、静岡校舎（静岡県

静岡市）に次の学部学科を新設する。 

海洋学部に海洋理工学科（海洋理工学専攻、航海学専攻）を新設する。 

人文学部（人文学科）を新設する。 

 

④九州キャンパス 

九州キャンパスにおいては、熊本・阿蘇の地でこれまで育んできた教育資源を継承し、文 
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理分断からの脱却を目指す教育を推進するとともに、農学部のさらなる充実を図るため、熊

本校舎（熊本県熊本市）において、文理融合学部（経営学科、地域社会学科、人間情報工学

科）を新設し、臨空校舎（熊本県上益城郡）において、農学部に農学科、動物科学科、食生

命科学科を新設する。なお、農学部の教育研究は、熊本校舎及び臨空校舎で行う。 

 

２．工学部医工学科設置の社会的背景・必要性、教育研究上の目的・養成する人材 

 超少子高齢化社会が到来し社会保障費の増加する中、一方では先端医療の一層の実現や健

康寿命の増進などのＱＯＬの向上が求められている。医療は単に先端技術を導入するだけで

なく、さまざまな社会的な問題を考慮した総合的なソリューションであることが求められて

いる。したがって、狭い専門性にこもることなく、多分野の変化に対して広い視野を持ち柔

軟に対応し、継続的に問題解決にあたる人材が求められている。 

工学部医工学科においては、現代の医療問題に対して、科学・技術に携わる者としての使

命と社会との関係を、工学の規範に則した志をもって考える教育を行う。それを基礎として、

先端医療を支え、さらに発展させるための医療技術・医療機器・医用システムの研究・開発、

応用および工学的評価など複眼的視野から、工学分野と医学分野の確かな知識・技術を持ち、

社会の変化に柔軟に対応しながら、有機的かつ継続的に問題解決に向かうことができる技術

者及び臨床工学技士としての人材を養成する。 

 

【ディプロマ・ポリシー】 

工学部医工学科では、以下の能力を備えたと認められる者に学位「学士（工学）」を授与する。 

 

『知識・理解』 

先端医療技術・医療機器・医用システムの仕組みや生体機能・生体情報の工学的評価法を

理解し、応用できる基礎学力。 

 

『汎用的技能』 

医療技術、医療機器の技術進歩に対応できる柔軟な力。 

 

『態度・志向性』 

工学の規範に即した志と倫理観を有し、確かな専門知識・技術をもって、社会の変化に柔 

軟に対応しながら、問題解決に向かうことができる。また、チーム医療に必要な、人と人と

の円滑な関係を構築できるコミュニケーション力や相手の考え方を理解、尊重し、また自分

の考え方を相手に適切に伝えようとする態度。  

 

【具体的な人材像】 

・工学的分野に精通した臨床工学技士 

・医療機器の開発のリーダー 

 

３．研究対象とする中心的な学問分野 

 工学部医工学科が研究対象とする学問分野は、医用生体工学に関する学問及び技術を発展 
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させることに寄与する分野であり、「生体システム工学」、「医用電子工学」、「生体計測工学」、 

「臨床工学」が挙げられる。 

 

 

２ 学部・学科等の特色 

 

    医工学科では、低学年で医療問題に対する工学的課題を探りアプローチする点と態度を身

に付けさせ、「学部共通科目」、「医療技術の基礎」科目群で「専門技術の知識と技能の学び」

を自主的に進めるための基礎を固める。まず、先端医療を継続し発展させる”確かな知識に

裏付けされた技術”を学科に設置されている専門科目群によって確実に身につけさせる。こ

れと同時に、社会の変化を考慮し、専門的な力を社会に役立てるため、専門科目群の実験、

実習により基礎的技術と機器の安全性、取扱法を身に着け、実践的応用力を養う。そして卒

業研究により、創造力・積極性を身に付けながら、臨床工学技士や医療機器を扱う技術者と

して社会の課題にあたっていくことを目的とする。また、本学医学部との連携を密にするこ

とで医療における課題を的確に抽出・認識し、教育に反映させる。 

なお、工学部医工学科は、中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像（平成 17年１ 

月）」で提言された「高等教育の多様な機能と個性・特色の明確化」を踏まえ、大学の７種の

機能のうち、臨床工学技士としての「高度専門職業人養成」及び医工分野の「幅広い職業人

の養成」を担う。 

 

 

３ 学部・学科等の名称及び学位の名称 

 

１．学科の名称 

工学的観点から人体の構造・機能・特性、疾病に対するアプローチ法を研究し、生体医工 

学分野の技術者、臨床現場でその技術、知識を駆使し医療に貢献する臨床工学技士を養成す

ることから、学科名称を「医工学科」とする。 

 

２．学位の名称 

医療産業界、医学界では、工学に強い医療技術者が求められていることから、工学部にお 

ける広い領域をカバーできる人材であることを示し、かつ基礎工学分野を強化した医工学科

の独自性を示すため、医工学科の学位の名称を「工学」とする。 

 

【日本語名称】 

学部名称 ：工学部 

学科名称 ：医工学科 

学位名称 ：学士（工学） 

 

【英訳名称】 

工学部    ：Undergraduate School of Engineering 
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医工学科   ：Department of Medical Engineering 

学士（工学） ：Bachelor of Engineering 

 

 

４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

  

１．教育課程の編成方針 

【カリキュラム・ポリシー】 

工学部医工学科が定めるディプロマ・ポリシーに基づき、以下に示す教育課程を編成し、 

実施する。 

 

『教育課程・学修成果』 

（１）１、２年次（工学系基礎分野） 

４年制総合大学ならではの幅広い人文系・工学系教育を行い、他分野にまたがる問題や課

題を探る視点を有し、豊かな人間性を基にした社会的知識、物事を論理的、多面的に捉える

ことができる能力を養う。具体的には「学部共通科目」、「医療技術と社会」により、医用生

体工学が人間社会に果たす役割、社会への貢献やその意義について教育する。「医工学の基礎」

では電気・電子工学、機械工学、計測工学等の面での充実した教育環境・カリキュラムを取

り入れ、高度かつ的確な実践的工学知識を習得できるように図る。このためには、講義形式

の授業に加え、物理実験、情報処理実習、プログラミング実習、基礎医学実習などの実験・

実習科目を充実させることで対応する。 

 

（２）３、４年次（医用工学系専門分野） 

 １、２年次に習得した論理的考察力、工学基礎知識を基に、臨床医学、治療・診断機器に 

関する座学と実習を展開する。この教育にあたっては工学系教員に加え、医師、臨床工学技 

士からなる医学系教員を充当し、臨床医学のほか、各種医療機器の構造・原理から治療のメ 

カニズムまでを徹底して教育する。さらに、関連する分野の最新の知見を吸収できるよう、 

学生の志向に応じて先端分野の講義科目も開講する。 

その結果として医療機関、メーカー、商社、公的機関等を含む幅広い医療分野において将 

来の指導者に相応しい技術者、臨床工学技士を養成する。 

 

『学修成果の評価方法』 

医工学科のディプロマ・ポリシーに示されている『知識・理解』『汎用的技能』『態度・志 

向性』に関して、修得単位数・ＧＰＡによる分析評価等を用いた学生による自己評価により、

学修成果の評価を行っている。その集計結果は、ＦＤ活動等をとおして教育の質向上のため

のＰＤＣＡサイクルにつなげている。 

 

以上のカリキュラム・ポリシーは、ディプロマ・ポリシーの達成のため、後述する教育課 

程に基づき、資料のとおり図式化することができる。【資料１】参照 
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２．教育課程の構成 

１）現代文明論・現代教養科目・英語科目（教養科目）  

教養科目として、１年次から２年次にかけ、「Ⅰ現代文明論」、「Ⅱ現代教養科目」、「Ⅲ英語

科目」の科目区分に必修科目を開講する。これらの科目の学びをとおして、現在の複雑化し

た社会の課題に対して、幅広い視点から、自らの考えを深め、行動していく姿勢を育てると

ともに、後述する主専攻科目と影響しあいながら、ディプロマ・ポリシーの達成に向け、学

修を進めていく。 

教養科目の学びは以下のとおりである。 

 

「Ⅰ現代文明論」 

幅広い分野の問題点や課題の発見、そして解決への姿勢を育てていくことを目的とした「現

代文明論」や「現代教養講義」の履修をとおして、自らの人生の過ごし方や、その姿勢につ

いて考える機会を設定している。 

 

「Ⅱ現代教養科目」 

“基礎教養科目”において、大学教育や学部教育への理解を深める「入門ゼミナールＡ」、

「入門ゼミナールＢ」を開講し、“発展教養科目”において、国際・地域を基点として社会に

ついて学び、そこでの課題の把握とその解決について能動的に考える授業を展開する「シテ

ィズンシップ」、「地域・国際理解」、「現代教養講義」を開講する。 

また、“健康スポーツ科目”において、生涯にわたり心・体・社会的に健やかに充実した生

活を送るための基盤として、「健康・フィットネス理論実習」「生涯スポーツ理論実習」を開

講する。 

 

「Ⅲ英語科目」 

“英語コミュニケーション科目”において、国際的に幅広く社会と関わる素地を身につける

ため、「英語リスニング＆スピーキング」、「英語リーディング＆ライティング」を開講する。 

     

２．主専攻科目（専門科目） 

「学部共通科目」科目群 

 工学部共通で開講している科目であり、基本的に工学部の学生が受講可能である。多岐に 

わたる工学の分野について、その基礎を幅広く学んで多様な視点と工学の基礎知識を習得す

ることを目的としている。工学部を構成する各学科の「概論」科目も開講されており、各学

科の概要を学修することが可能である。「医工学概論」では、医工学分野の概要を学修する。 

 

「医療技術と社会」科目群 

生体医工学を履修する上での基礎的知識を習得することを目的としている。工学と医学の

かかわりの基礎的概念について学修する。 

医療行為の基礎概念を学び、工学分野がいかに医学分野に応用されているのかについて講 

義する。今後展開されていく専門科目への入り口となる。「医用機器学」、「医学概論」が相当

する。 
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「医工学の基礎」科目群 

工学的視点で医学を俯瞰するための基礎的知識を学修する。医学を物理的視点、数視点か 

ら工学を医学に応用した際の客観的評価方法の基礎的知識を学ぶ。また、医学に応用されて

いる電気・電子工学を履修させ、応用科目につなげる。 

 生体を工学的に扱うためには、電気回路アナロジーや数値シミュレーション、生体計測デ

ータの解析等、電気・電子工学の知識が必要である。この科目群では、物理・数学の知識を

確認しながら電気・電子工学、情報工学などの応用に向けた分野について学習する。 

 「物理学」、「電気工学」、「電子工学」で理論を学び、「電気工学実習」、「電子工学実習」で

理論を実践することで知識の定着を図る。 

 

「システム・情報工学」科目群 

情報化社会を見据え、医学に応用されている情報処理技術・生体情報処理技術を学修する。 

情報を適切に評価・運用する技術を学修する。この科目群では、システム・情報処理技 

術の応用科目も配置する。 

医療分野において得られたデータの定量的な扱いは欠くことのできない技術である。生体

から得た時系列および画像データを適切に処理する能力も求められている。ここで学習した

スキルを「生体計測学」科目群、「医工学」科目群へとつなげる。 

    

「医工学」科目群 

生体物性工学、機械工学等が配置され、医学と工学にまたがる共通の分野について学修す 

る。これらの科目を履修することで、工学の生体への応用手法を身に着ける。 

 「物性工学」、「機械工学」を学修し、人体の構造や仕組みを工学的観点から評価、考察す

るための基礎的内容を学び、「臨床工学」科目群、「生体機能」科目群へとつなげる。 

 

「生体機能」科目群 

主として人体の構造と機能について学修する基礎的な科目群である。 

 人体の構造と機能について学習する。「人の構造及び機能Ａ・Ｂ」で人体の解剖と生理機能 

の概要を学修し、次いで人体の機能を免疫学、生理学、生化学の視点からさらに細かく学修 

する。これらの科目は、「臨床工学」科目群の理解へとつながる 

 

「生体計測」科目群 

生体情報を得るための計測理論を基礎として、センサやトランスデューサの機能を学ぶ。 

これらの知識に基づき、生体シミュレーション、生体制御、医療機器のプログラミング、生

体機能代行装置の操作運用について学習し、医工学の重要な要素である「マン・マシンシス

テム」の基礎を習得させる。併せて本来電気現象ではない温度や圧力を含めたさまざまな生

体情報を得るための技術、理論を学修する。また生体から得た情報を処理し、研究、臨床に

フィードバックするための手法を学ぶ。     

 

「機器と安全」科目群 

医用機器を安全に使用し、患者の安全を十分に確保しながら医療行為を遂行するために不
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可欠である、医療機器やそれらを構成する部品の安全性および使用環境全体の安全対策につ

いて学修する。システム安全の基礎となる信頼性工学、病院内における安全管理の実際など

を学ぶ。 

 

「臨床工学」科目群 

医工学科の特徴である、生体機能代行装置に関する科目群である。医学と工学が融合され、 

臨床場面と強く関連する技術について学修する。既習の生体機能、生体計測、電気・電子工

学、情報工学などの知識が臨床場面にどのように生かされているかを具体的に学ぶ機会とな

る。「生体機能代行装置学総論」で、呼吸、循環、代謝の生体の３大機能と、それを代行す

る機器の概略を学修し、各論として、「呼吸機能代行装置学」「循環機能代行装置学」「代謝

機能装置学」の深い理解へとつなげる。 

 

「ゼミナール」科目群 

 大学での学びの集大成である卒業研究を、「卒業研究１」、「卒業研究２」にて扱う。自ら調

査、研究し、それを他人に伝える手法を身につける科目群である。 

 

「資格関連科目」科目群 

臨床工学技士の受験資格を取得するために規定された科目群であり、卒業に必要な単位に 

含まれない自由選択科目とする。 

 臨床工学技士国家試験要件科目であり、卒業単位に含まれない科目である。第４セメスタ

ー以降に順次配置し、進路選択の鍵となるように配置する。また、国家試験関連科目の実習

科目として配置している。 

 

    

５ 教育方法，履修指導方法及び卒業要件 

 

１．教養科目と主専攻科目（専門科目）の計画的な融合  

本学は、教養科目と主専攻科目（専門科目）の融合の実現を目指し、１年次から２年次に

かけて、次のとおり教養科目を配置している。 

大学教育や学部教育への理解を深め、大学生活を送るうえで必要なアカデミックスキルの

基礎的能力・知識を養う「入門ゼミナールＡ」、「入門ゼミナールＢ」、生涯にわたり心・体・

社会的に健やかに充実した生活を送るための基盤となる“健康スポーツ科目”や国際的に幅

広く社会と関わる素地を身につける“英語コミュニケーション科目”により、主専攻科目（専

門科目）への円滑な学びへと導いていく。 

また、多様な人々が民主政治の担い手である市民として、意見の違いを乗り越え、相互の

人権を尊重しあえる社会を形成するにはどうすればよいかを考えることを目標とする「シテ

ィズンシップ」、多様な人々の視点に立ち、地域社会・国際社会の様々な課題を発見し、その

解決について考える「地域・国際理解」の学びを通じて、学生が社会の構成員であることを

自覚し、社会と関わろうとする自発的な意識を高め、公共に資する判断と行動の必要性を認

識することにより、自らが社会の持続的な発展に向けて取り組んでいく必要性を認識し、深
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化させていく。 

以上を礎に、２年次に学修する本学の基幹科目である「現代文明論」や「現代教養講義」

により、正しい姿勢や倫理観をもって、自ら考え、問題解決を目指して、挑み、仲間と集い、

成し遂げていく姿勢を身に付けていく。そして、「主専攻科目（専門科目）」の学びと融合し

ながら、現代社会に必要とされる専門知識や技術に加え、倫理観をもって、様々な課題に積

極的に取り組んでいく姿勢を育成していくカリキュラム体系となっている。 

 

２．教養科目に基づく専門科目の展開 

医工学科の学習の流れは、教養科目による基礎知識の修得と専門科目により得た専門知識 

による社会への貢献を目指している。低学年における医療技術の基礎、医工学の基礎等の科

目群により専門科目への興味を持たせる。 

 医工学は医学と工学の学際的な分野であり、工学的基礎知識、医学的基礎知識を第１～４ 

セメスターで定着させ、５セメスター以降の専門分野の学修成果へと繋げる。 

 

３．履修順序と学修の進め方 

本学においては、カリキュラムの体系化を目指し、全科目を３桁の数字でナンバリングし

ている。１桁目は履修推奨年次、２桁目は科目群やグループ、３桁目は履修時の条件の有無

を表している。これらをカリキュラム表に記載して学生に提示し、履修モデルと合わせて学

生が学修計画を組み立てる際の一助となるように対応している。 

 

１）学修の進め方 

教養科目の学びを踏まえ、専門科目における学修の進め方は以下のとおりである。 

 

「学部共通科目」科目群 

医工学分野の概要を理解し、その後につながる科目を効果的に学習するために、「医工学

概論」を１年次前期に開講する。 

 

「医療技術の基礎」科目群 

基礎的な科目である「医用機器学」、「医学概論」は、１年時に開講する。医療機器と医

学の基礎的な内容を理解する。 

 

「医工学の基礎」科目群 

基礎的な科目は１、２年次に開講する。「物理学」、「電気工学」、「電子工学」を開講し、

専門科目の理解へつなげる。 

 

「システム・情報工学」科目群 

今後ますます発達する情報技術、AI・IT技術に対応するために、基礎的科目である「情

報処理工学」、「プログラミング実習」、「システム工学」を１・２年次に開講し、３年次に

「生体シミュレーション工学」、「生体制御工学」、「人工知能アーキテクチャ」へとつなげ

る。 
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「医工学」科目群 

医工学の基礎科目である「物性工学」、「機械工学」、「バイオマテリアル」等の科目を２

年次から３年次にかけて学修し、より専門性の高い科目への興味を喚起する。 

   

「生体機能」科目群 

「人の構造及び機能」、「生化学」、「病理学」等の基礎医学的科目を１・２年次に学修し、

「生体計測」、「資格関連科目」への興味を喚起し、それぞれの科目の関連性を理解させる。 

  

「生体計測」科目群 

「計測工学」を２年次に学修させ、発展的科目である「生体計測装置学」、「生体信号処

理工学」のより深い理解へとつなげる。 

 

「機器と安全」科目群 

３年次に「医用機器安全管理学Ａ・Ｂ」などにより、システム安全の基礎となる信頼性

工学、病院内における安全管理の実際などを学ぶ。 

 

「臨床工学」科目群 

  ２年次に「生体機能代行装置学総論」で、呼吸・循環・代謝代行装置学の基礎を学修さ

せ３年次に履修する専門科目の理解につなげる。 

発展的科目及び資格関連科目の基礎知識となる科目として、「循環機能代行装置学」、「呼

吸機能代行装置学」、「代謝機能代行装置学」を開講する。 

  

「ゼミナール」科目群 

「卒業研究」は大学生活の集大成であり、各教員の研究領域から自分の興味のある分野

を選択し、１年間をかけて研究・卒業論文を作成する。 

 

「資格関連科目」科目群 

臨床工学技士国家試験関連科目であり、「臨床医学各論」、「ＭＥ基礎」などを開講する。 

 

２）卒業要件 

以下の合計で 124単位以上修得する。 

（履修科目の登録の上限：20単位（１学期）） 

 

□科目区分Ⅰ現代文明論＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅱ現代教養科目 

       基礎教養科目＜必修科目＞ 4単位修得 

       発展教養科目＜必修科目＞ 6単位修得 

       健康スポーツ科目＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅲ英語コミュニケーション科目 ＜必修科目＞ 4単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目 76単位修得  
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＜必修科目＞ 

■学部共通科目に設定された科目から 1単位を修得 

■学科開講科目に設定された科目から 12単位を修得 

（計 13単位）   

＜選択科目＞ 

■学部共通科目 ■医療技術の基礎 ■医工学の基礎 ■システム・情報工学 

■医工学 ■生体機能 ■生体計測 ■機器と安全 ■臨床工学 ■ゼミナール 

に設定された選択科目の中から合わせて 63単位以上修得 

                          （計 63単位）  

＜自由科目＞資格取得希望者のみ履修する。卒業要件に含まない。    

■資格関連科目 23単位             

  

□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位 30単位修得     

                             

                            合計 124単位修得 

    

３）履修モデル 

前掲の【具体的な人材像】に基づき、履修モデルを資料として添付する。【資料２】参照 

 

４）履修科目の登録上限について 

確実な学修とその定着を図るため、ＣＡＰ制を設定する。１学期（１セメスター）におけ

る履修登録の上限を 20単位と定めることにより、確実な授業外学習（予習・復習）がなされ

るようにする。資格取得のための卒業単位数に含まれない科目、セメスター期間外の実習等

については、「セッション科目」として扱うため上限の単位数にカウントしない。 

 

５）他大学における授業科目の履修について 

他大学における授業科目の履修、単位認定については、大学設置基準に基づき本学が定め

るルールに則り活用していく。但し、資格取得等に関わる科目については、その基準を満た

しているか等、慎重に審査して行う。 

  

 

６ 実習の具体的計画 

 

ア 実習の目的 

臨床工学技士国家試験受験資格を得るため、臨床工学技士法に定められた単位数の臨床実 

習を行う。 

臨床実習を通じて、先端医療技術・医療機器・医用システムの仕組みや生体機能・生体情

報の工学的評価法を理解する。また、医療技術、医療機器の技術進歩に対応できる柔軟な力

を身につける。さらに、チーム医療に必要な、人と人との円滑な関係を構築できるコミュニ
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ケーション力や相手の考え方を理解、尊重し、また自分の考え方を相手に適切に伝えようと

する態度を養う。  

 

イ 実習先の確保の状況 

 【実習施設一覧】のとおり、実習先の確保について支障はない。【資料３】参照 

 

【実習施設一覧】 

実習施設名 所在地 実習科目 受入れ可能人数 

東海大学医学部付属

病院 

〒259-1193 

神奈川県伊勢原市下糟屋 143 

臨床実習Ａ 14人 

臨床実習Ｂ 14人 

臨床実習Ｃ 14人 

東海大学医学部付属

八王子病院 

〒192-0032 

東京都八王子市石川町 1838 

臨床実習Ａ 14人 

臨床実習Ｂ 14人 

臨床実習Ｃ 14人 

※資格取得を目指す学生は、「臨床実習Ａ～Ｃ」のいずれか１科目を修得する。   

 

ウ 実習先との契約内容 

個人情報の保護、守秘義務について、大学側から誓約書を提出している。また、「臨床実習

指導者」の指示に従わない場合は直ちに実習を中止させることが含まれている。 

 

エ 実習水準の確保の方策 

日本臨床工学技士会によって「認定臨床実習指導施設」の指定が行われており、指定要件

に「認定臨床実習指導者」の在籍が必須となっている。当該指導者は、日本臨床工学技士会

主催による講習を受け、認定試験を受けている。この認定資格により実習指導水準は確保さ

れている。 

また、「臨床実習指導マニュアル」を作成し、臨床実習先に配布して質の確保をしている。 

 

オ 実習先との連携体制 

実習開始前、実習中、実習終了後に実習先の「臨床実習指導者」と面談または電話にて学

生の状況について打ち合わせを行う手順となっている。また、学生への連絡網、実習指導者、

学内の実習責任者の連絡先を交換している。 

 

カ 実習前の準備状況（感染予防対策・保険等の加入状況） 

水痘、風疹、麻疹の予防接種状況、抗体値を測定し、基準以下の場合は予防接種を行い、

予防接種証明書を実習先に提出している。 

 

キ 事前・事後における指導計画 

臨床実習を行う学生に対し、感染対策、臨床実習に関する注意点、礼節等について講義を

実施している。また、実習終了後に報告会を実施している。 
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ク 教員及び助手の配置並びに巡回指導計画 

臨床実習中、専任教員は学内に最低１名待機し、不測の事態に備えている。また、臨床実

習中は２週間に一度を目安に巡回指導を行う。 

 

ケ 成績評価体制及び単位認定方法 

基本的には、実習先の「臨床実習指導者」が、実習中の課題の提出状況、態度、意欲につ

いて評価する。実習成績に関しては学内成績責任者によるレポート等の点検後、最終判定が

なされる。 

 

 

７ 取得可能な資格 

 

工学部医工学科で取得可能な資格は、国家資格である臨床工学技士の受験資格であり、資

格取得にあたっては、卒業要件単位に含まれる科目のほか、資格関連科目の修得が必要であ

る。なお、受験資格取得が卒業の必須条件ではない。 

 

 

８ 入学者選抜の概要 

 

１．アドミッション･ポリシー 

【アドミッション・ポリシー】 

『求める学生像』 

工学部医工学科の教育目標を理解し、この目標を達成するために自ら学ぶ意欲をもった人

材。 

工学部医工学科で定められたディプロマ・ポリシーで、求められている能力を身につけら

れると期待できる基礎学力を十分有する人材。 

 

『入学者にもとめる知識・技能・思考力・判断力・表現力・態度』 

（１）知識・技能 

英語では、高校での英語の科目の履修を通して英語の文章理解力、表現力、コミュニケー

ション能力を身につけておくこと。 

数学では、高校での数学の科目の履修を通して公式や計算方法を理解した上で、それらを

応用できる能力を身につけておくこと。 

理科では、高校での理科（物理、化学、生物）の中から数科目を選択し、個々の項目の内

容を理解していること。 

 

（２）思考力・判断力・表現力 

科学的根拠に基づく生体医工学の理解に必要な論理的思考力と判断力もち、医学と工学の

境界領域を意識して学ぶために努力できること。 
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（３）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

医工学科の教育内容は多様な周辺分野と関連するため、みずから進んで情報収集し、さま

ざまな人々と交流できる積極性を持っていること。 

 

２．入学者選抜の概要   

工学部医工学科の入学試験は、次のとおり予定している。 

学校推薦による選抜入試としては、付属高等学校長の推薦に基づいて書類審査及び「小論

文」の試験により選抜行う「付属学校推薦型選抜入学試験」、学校長の推薦に基づいて書類審

査及び「小論文」、「面接試験（口述試験含む）」の試験により選抜を行う「公募制学校推薦型

選抜入学試験」を実施する。 

学力等による選抜入試としては、文系の３科目または理系の３科目を受験して高得点の２

科目の結果で合否判定を行う「文系・理系学部統一選抜入学試験」、３教科の科目を受験して

３科目の結果で合否判定を行う「一般選抜入学試験」、書類審査を経て大学入学共通テストの

成績により合否判定を行う「大学入学共通テスト利用選抜入学試験」、書類審査及び課題発表、

面接試験等により選抜を行う「総合型選抜入学試験」を行う。 

なお、入学試験の募集定員全体の割合は、学校推薦による選抜入試 29％、学力等による選

抜入試 71％である。  

 

３．入学者選抜の体制 

入学試験における判定は、学長の責任・指揮のもと、学長を委員長、副学長、学部長、入

学センター所長を副委員長とし、該当する学科の学科長等により構成される学部入試判定委

員会によって実施される。 

また、入試問題の作成は、入学試験の運営全体を統括する入試運営本部に設置される出題・

採点本部の「入試問題作成部会」において行われる。入試問題作成部会は、「学科試験各科目」、

「専門試験科目」、「実技試験科目」、「小論文」ごとに置かれ、その責任者及び委員は、出題・

採点本部長から指名を受けた学部長の推薦に基づき、原則として専任講師以上の教員とし、

学長が任命する体制となっている。  

 

 

９ 教員組織の編成の考え方及び特色 

    

１．専任教員組織 

工学部医工学科の専任教員組織は、教授５名、准教授２名、助教１名の８名で構成されて

おり、完成年度における年齢構成は、40～49 歳１名、50～59 歳３名、60～64 歳２名、65～

69 歳２名となっている。 

本学の定年齢は、「学校法人東海大学教職員定年規程」のとおりであり、完成年度までに定

年を迎える教員が１名（教授１名）いるが、「学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規」

第２条別表の規定に基づき、特任教員として完成年度まで雇用することについて、「東海大学

教員人事委員会」で承認されている。【資料４】参照  

 完成年度後の教員組織の計画については、令和７年度の完成年度以降において、中堅・若
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手教員の教育・研究能力の育成を踏まえて昇格を目指すとともに、定年を超えている教員に

ついては、次のとおり後任の補充計画を策定している。 

対象者 採用予定年度 採用条件等 

教員Ａ（教授 63歳） 

主な担当科目：「ヒュー

マンコンピュータイン

タラクション」 

令和８年度 博士の学位を有する 30～50 歳代で、生体システ

ム工学を専門分野とし、教授もしくは准教授レベ

ルの教育研究業績を有すると認められる者 

 

この計画に基づき、他大学の現職教員等から広く候補者を募り、本学の教員採用基準に照

らし合わせた厳格な審査のもと、採用を行い、開設時の教育水準の維持・向上を図る。 

 

２．教養科目の教員配置の考え方 

本学においては、総合大学の強みを生かした文理融合の教育を進めており、教養科目につ

いては、各学部において運営するのではなく、センター等により行い、学部とは別の組織に

より運営を行っている。教養科目を構成する各科目については、学部の特色等にあわせて授

業科目に教員を配置し、学生同士も学部や分野を越えてお互いに交わりながら、全学的に同

一の授業形態にて授業を行う方法を実践する。このため、「Ⅰ現代文明論」、「Ⅱ現代教養科目」、

「Ⅲ英語科目」については、原則として兼担兼任教員が担当する。なお、「Ⅱ現代教養科目」

の「入門ゼミナール１・２」については、学部学科教育の導入を担う科目であるため、専任

教員が担当する。 

   

３．専門科目の教員配置の考え方 

ゼミナール科目や演習科目など、継続的な指導が必要な科目については、原則として専任

教員が授業を実施し、履修者数を適切な人数で行うことにより対応していくが、医学等の専

門知識や病院での経験が必要な科目については、実績がある他学科の教員を優先して配置す

る。 

 

「学部共通科目」科目群 

「医工学概論」は、研究・教育実績のある専任教員が担当する。そのほかの科目について

は、各分野を専門とする兼担教員が担当する。 

 

「医療技術と社会」科目群 

主に医師・臨床工学技士・看護師教育の経験のある専任教員が担当する。 

     

「医工学の基礎」科目群 

生体医工学領域の研究を行っている工学系教員・臨床工学技士の資格を持った専任教員が 

担当する。 

 

「システム・情報工学」科目群 

情報系の研究・教育経験のある工学系教員が担当する。また、生体情報処理についての経 
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験がある工学系の専任教員が担当する。 

 

「医工学」科目群 

生体医工学系の研究経験を持った工学系教員、臨床工学技士の資格を持った専任教員が担

当する。 

 

「生体機能」科目群 

医師・臨床工学技士の資格持った教員、生理系・生体系の研究経験のある専任教員及び実 

績経験を有する兼担教員が担当する。 

 

「生体計測」科目群 

生体計測は生体医工学領域について重要な分野であり、生体情報、生体情報計測法を熟知 

した工学系の専任教員が担当する。 

 

「機器と安全」科目群 

医用機器を安全に使用し、患者の安全を十分に確保しながら医療行為を遂行するために不

可欠な医療機器の安全性および使用環境全体の安全対策について学ぶ分野であり、実績経験

を有する専任教員が中心となって担当する。 

 

「臨床工学」科目群 

臨床工学は、主として「生体機能代行装置学」を取り扱うため、主として臨床工学技士の 

資格を持った専任教員及び兼担教員が担当する。 

 

「ゼミナール」科目群 

すべての専任教員が担当する。    

 

「資格関連科目」科目群 

臨床工学技士の国家試験関連科目であり、専任教員及び実績経験を有する兼担教員が担当

する。 

 

 

１０ 施設・設備等の整備計画  

 

１．校地、運動場の整備計画 

工学部医工学科は、１～２年次の教育を湘南校舎（神奈川県平塚市）において、３～４年 

次の教育を伊勢原校舎（神奈川県伊勢原市）において行う。 

湘南校舎の校地面積は 532,185.37 ㎡であり、多目的グラウンドをはじめ複数の運動場が整

備されており、芝生広場「Palette パレット」などの学生の休息できる場所やその他の利用

のための適当な空地も十分に確保されている。また、伊勢原校舎の校地面積は 106,151.28 ㎡

であり、学生コミュニケーションセンター（３号館）などの学生の休息できる場所やその他
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の利用のための適当な空地も十分に確保されているため、新たな整備計画はない。 

 

２．校舎等施設の整備計画 

 校地校舎等の図面のとおり、湘南校舎において、12 号館を中心として、専任教員研究室、 

コンピュータ室、教室等を専用・共用として確保している。また、伊勢原校舎においても、

１号館を中心として、専任教員研究室、コンピュータ室、教室等を専用・共用として確保し

ている。これにより、湘南校舎での１～２年次の教育、伊勢原校舎での３～４年次の教育、

教員の研究に支障はないため、新たな整備計画はない。 

 

３．図書等の資料及び図書館の整備計画 

図書等の整備について、工学部医工学科の学問領域に関わる図書資料として、図書 76,036

冊を整備しており、教育研究に支障はない。引き続き開講科目及び周辺学問領域に関わる図

書資料を幅広く収集して充実させる予定である。 

学術雑誌については、プリント版ジャーナルと電子ジャーナルの２形態を整備する。「学術

雑誌一覧」のとおり、多数の学術雑誌を整備しており教育研究に支障はない。【資料５】参照 

また、既にオンライン・文献データベースが整備されており、学内の図書館をはじめ各施

設、研究室、一部は学外から“SSL-VPN”を利用した 24時間検索を実現している。 

図書館の施設整備については、工学部医工学科の１～２年次が利用する湘南校舎の図書館

の面積は 11,089 ㎡、３～４年次が利用する伊勢原校舎の図書館の面積は 3,215㎡であり、両

校舎の図書館にそれぞれに閲覧室や東海大学蔵書検索システム（TIME-OPAC）を利用できる検

索パソコンが既に整備され、教育研究に支障はないため、新たな整備計画はない。 

なお、東海大学では、新型コロナウイルスの流行に伴い、遠隔授業が導入されたことを契

機として、電子書籍を利用できる環境を整えている。具体的には、学生や教職員がさまざま

な専門分野の基本的な内容に関する電子書籍を自由に閲覧できるサービスを目指し、丸善雄

松堂株式会社の「Maruzen eBook Library」（https://elib.maruzen.co.jp/）において、各学

部の教員が推薦した各分野の基礎的・入門的な図書の中から特に選出した約 1550タイトルと、

岩波書店発行の「岩波新書」、「岩波現代文庫」シリーズなど 500 タイトルが利用可能となっ

ている。また、先に述べたオンライン・文献データベースにより、世界各国で刊行されてい

る学術雑誌や国内外で発行されている主要新聞・雑誌類の記事、「世界大百科事典」「日本国

語大辞典」「新英和大辞典」といった辞書類、地図データベースなど数多くのさまざまな情報

を大学の付属図書館以外の場所から検索・閲覧できる環境が整えられている。 

本学では、社会情勢の変化に対応した教育研究環境を整えるべく、教員や学生が必ずしも

大学の付属図書館に来なくても、書籍や情報の検索・閲覧が可能となる「非来館型サービス」

を拡充していく。 

他大学図書館との連携について、本学は、私立大学図書館協会に加盟し、図書の相互貸借・

文献の複写依頼のやり取りを中心に相互利用を積極的に展開している。また、国・公立大学

並びに外部機関とも私立大学と変わらない連携・交流関係を確立している。その実績を生か

し国立情報学研究所 NACSIS‐ILL の ILL 文献複写等料金相殺サービスにも参画し、充実した

相互協力を展開している。  

 神奈川県内では神奈川県図書館協会に加盟し、その下部組織である大学図書館協力委員会
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に参画し、県内の大学・短期大学図書館と共通閲覧証による館内における閲覧及び文献複写

を原則とする相互利用により、活発な協力活動を展開している。今後は、同協会加盟の公共

図書館、専門図書館と館種を超えた幅広い相互協力活動の展開への可能性も高まり、活発な

協力活動を展開する計画である。 

 

 

１１ ２以上の校地において教育研究を行う場合の具体的計画 

 

１～２年次の教育を湘南校舎（神奈川県平塚市）において、３～４年次の教育を伊勢原校

舎（神奈川県伊勢原市）において行い、湘南校舎の収容定員は 160 名、伊勢原校舎の収容定

員は 160名である。 

 専任教員の研究室、授業を行う教室等の各施設について、湘南校舎、伊勢原校舎それぞれ

に確保しており、湘南校舎における１～２年次の教育、伊勢原校舎における３～４年次の教

育を支障なく実施することができる。 

なお、湘南校舎、伊勢原校舎における各教員の出校日（授業実施日を含む）の曜日を固定

していることから、教員・学生ともに、１日のなかで２校舎間を移動することは生じないた

め、余裕を持った授業運営ができる。また、学部学科の運営、教学、研究等を支える事務組

織についても、湘南校舎、伊勢原校舎それぞれに既に構築されているため、教育研究に支障

がない体制となっている。 

 

 

１２ 管理運営  

 

工学部医工学科の管理運営は、基本的には工学部教授会によってなされる。教授会は「東

海大学学部教授会規程」に従い、通常、月１回開催され、その構成員は教授、准教授、講師

及び助教であるが、必要に応じてその他の教職員を加えることができる。教授会は学部長が

これを招集し、その議長となるが、このとき構成員の３分の２以上の出席がなければ成立し

ない。また、その議決は、出席人員の過半数の賛成を要する。 

なお、教授会では次のことを審議することで実際の学部運営を行っている。 

(１)研究及び教育に関する事項 

(２)学生の入学、卒業、学位の授与に関する事項 

(３)学生の学籍異動に関する事項 

(４)教務及び学生生活に関する事項 

(５)その他必要と認められる事項 

 また、工学部には、教育・研究及び管理運営の質的向上を図るために必要な事項の検討・

点検・評価活動に関する「評価委員会」、教務事項に関する「教務委員会」、ＦＤ活動の推進

に関する「ＦＤ委員会」、広報活動の充実に関する「広報委員会」が設置され、これら委員会

は、学部長及び教授会との連携と機能分担がなされる。 
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１３ 自己点検・評価   

 

東海大学は、学長の諮問機関として東海大学評価委員会が設置され、大学の自己点検・評

価を行いながら、その結果に基づいて各種教学改革の提言を行っている。 

各学部には、学部評価委員会が設置されており、ここで自己点検・評価を行うことになる。

東海大学で実施している自己点検・評価活動は、機関点検・評価と教員個人の総合的業績評

価に大別することができる。 

 

１．機関点検・評価 

機関点検・評価は、学部・研究科等を単位として、各教育機関が、東海大学全体の中期目

標・計画に沿って、学部・研究科の中期目標・計画を立て、ミッション・シェアリング・シ

ート（５年計画で学部・研究科の教育研究改革、改善の目標と手段を明記した書類）に記載

することから始まる。 

このミッション・シェアリング・シート記載項目の達成度や問題点について、各学部・研

究科が毎年度末に自己点検・評価を行った後、学部・研究科の相互評価に付され、さらに大

学評価委員会によって最終的な評価が行われて学長に報告される。 

また別途、大学基準協会が定めた点検・評価項目に従った自己点検評価報告書も作成して

いる。学長は、これに基づいて、翌年の改革改善を指揮する流れが作られている。 

 

２．教員個人の総合的業績評価 

本学では、教員個人が、その活動状況について Web を利用して登録するようことが定めら

れており、登録された活動状況について、総合的業績評価システムによって評価を行う。主

たる評価項目は、①研究活動、②教育活動、③学内外活動の３項目である。 

研究活動については論文・著書の執筆、学会等発表状況を、教育活動については学部にお

ける教育活動、学内外活動については各種の学内運営業務の担当状況、学外における学会活

動、審議会等学外の委員受託、地域貢献活動などが評価対象となる。これらは、教員の所属

学部で毎年総合評価を受ける。 

 

３．認証評価及び大学全体の自己点検・評価 

東海大学は、学部・大学院について、平成 29（2017）年度に財団法人大学基準協会による

認証評価を受審し、「適合」の判定を得た。次回の認証評価は、令和６（2024）年度が予定さ

れている。財団法人大学基準協会の認証評価とともに、東海大学は、大学全体の自己・点検

評価を、前記１及び２などを取り入れながら毎年度実施しており、毎年度「教育研究年報」

を大学のオフィシャルホームページに掲載して公表している。 

 

 

１４ 情報の公表 

 

本学は、学校教育法第 113 条及び学校教育法施行規則第 172 条の２に基づき、以下のとお

り、各学部及び大学院各研究科における教育研究活動等の状況について、本学のオフィシャ
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ルサイトにより、広く社会に向けて開示している。 

 

ア 大学の教育研究上の目的に関すること 

  本学では、大学院、学部における教育研究上の目的を、それぞれ各学則に定めており、オ

フィシャルサイトの＜大学の概要＞において、「学則」の条文中の別表として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「教育研究上の目的」：トップ＞大学の概要＞学則 

 

イ 教育研究上の基本組織に関すること 

本学の教育研究上の基本組織については、オフィシャルサイト＜大学の概要＞において、 

「教育・研究組織について」として、各事務部門の組織名称と併せて学部及び研究科の名

称を公表している。なお、学部・学科及び研究科・専攻の名称については、オフィシャル

サイトの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜大学院＞において公表している。 

【オフィシャルサイト】http:// www.u-tokai.ac.jp 

「教育・研究組織」の名称 

トップ＞大学の概要＞教育・研究組織について 

「各学部」の名称 

トップ＞教育・研究＞＜学部・学科＞及び＜大学院＞ 

 

ウ 教員組織，教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

本学においては、昭和 59 年度より、年度ごとの教育研究活動の客観的事実を広く社会に

報告することを目的に「東海大学教育研究年報」を年 1 回編集・発行しており、その中で

教員組織に関する情報も公表してきている。教育研究年報がオフィシャルサイトトップペ

ージの＜大学の概要＞＜（大学の取り組み）教育研究年報＞において、「教育研究年報」と

して閲覧できるようになっており、専任教員数及び専任教員の年齢構成については、オフ

ィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞（教育研究上の

情報）＞において、公表している。 

 また、各教員が有する学位及び業績に関する情報については、オフィシャルサイトトッ

プページの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜大学院＞のページにおいて、各学部・学科

及び研究科・専攻のトップページの「教員紹介」として公表している。なお、各教員の研

究活動情報については、オフィシャルサイトトップページの＜教育・研究＞＜研究支援・

体制＞において、「研究活動・ライセンス検索」から検索ができるようになっている。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「教員組織等」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞年齢別教員数 

「教員が有する学位及び業績」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞学部・学科＞各

学部・学科（各研究科・専攻）トップ＞教員紹介「ResearchMap」 

トップ＞教育・研究＞研究支援・体制＞研究活動・ライセンス検

索＞教員研究活動情報の検索 
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エ 入学者に関する受入方針及び入学者の数，収容定員及び在学する学生の数，卒業又は修

了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

  入学者に関する受入方針については、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要

＞理念・歴史＞教育研究上の目的及び養成する人材像、３つのポリシー＞に「アドミッシ

ョン・ポリシー」として掲載している。入学者の数、収容定員及び在学する学生の数につ

いては、オフィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞＜

収容定員＞において、「学生数」として公表している。また、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況については、オフィシャルサイトト

ップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞就職者数において公表している。

また、本学では、「就職指導も教育の一環」という理念に基づいて、全学的な就職支援体制

を構築している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「入学者に関する受入方針」 

トップ＞大学の概要＞（理念・歴史）教育研究上の目的及び養成

する人材像、３つのポリシー 

「入学者の数、収容定員及び在学する学生の数」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞収容定員 

「卒業又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学

及び就職等の状況」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞就職者数 

 

オ 授業科目，授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

本学では、授業の概要情報と、授業の基本・詳細情報を合わせてシラバスと称し、シラ

バスデータベースシステムは、授業内容や授業計画を網羅したシステムとなっている。学

生の授業選択を強力にサポートする豊富な検索機能と、学習を進める上で有効となる最新

の情報を提供しており、オフィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞

＜情報の公表＞（授業について）シラバス又は年間授業計画の概要＞においてシラバス」

を公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学部・学科」、「研究科専攻」のシラバス 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞（授業について）シ

ラバス又は年間授業計画の概要＞授業内容・計画（シラバス） 

 

カ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

  学修の成果に係る評価等、大学設置基準等において、学生に明示することとされている

事項については、オフィシャルサイトトップページの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜

大学院＞のページにおいて、各学部・学科及び研究科・専攻のトップページの「カリキュ

ラム」として公表している。 
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【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準（学部・学科）」 

トップ＞教育・研究＞[学部・学科]、[大学院]＞各学部・学科・専攻・課程・

研究科トップ＞カリキュラム 

 

キ 校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

校地・校舎等の施設等については、オフィシャルサイトトップページにおいて、「各種情

報お問い合わせ＞情報の公表＞（学校法人東海大学 情報公開）校地・校舎面積・耐震化

率として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学生の教育研究環境等」：トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報

の公表＞（学校法人東海大学 情報公開）校地・校舎面積・耐震

化率 

 

ク 授業料，入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

  授業料等については、オフィシャルサイトトップページの＜受験・入学案内＞において、 

「学部・学科学費」及び「大学院学費」として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「授業料、入学料その他の大学が徴収する費用」 

トップ＞受験・入学案内＞学部・学科学費、大学院学費 

 

ケ 大学が行う学生の修学，進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

  大学が行う学生の各種支援に関することについては、オフィシャルサイトトップページ

の＜学生生活＞及び＜キャリア・就職＞において、それぞれ公表している。また、教育支

援センターでは、東海大学が進めている教育改革を推進するために、すべての学生の目線

に立ち、全学の組織的な教育改善計画（Faculty Development）を開発し、教育の質と教育

力の向上を支援しており、大学のオフィシャルサイトとは別に教育支援センターサイトを

開設し、その取り組みを公表している。 

さらに、健康推進センターでは、病気の早期発見や健康の保持増進に努め、学生及び教

職員が心身ともに健康で快適なキャンパスライフを送れるようサポートし、オフィシャル

サイトでその取り組みを公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「修学支援」：トップ＞学生生活＞学生生活サポート 

「進路選択支援」：トップ＞学生生活＞キャリア就職 

「心身の健康等に係る支援」：トップ＞学生生活＞教育支援組織＞健

康推進センター 

【教育支援センターサイト】http://jpn.esc.u-tokai.ac.jp 

【健康推進センターサイト】http://www.tsc.u-tokai.ac.jp/pubhome/hokenc 
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コ その他（教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報，学則等各種

規程，設置認可申請書，設置届出書，設置計画履行状況等報告書，自己点検・評価報告

書，認定評価の結果 等） 

本学における「アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）」、「カリキュラム・ポ

リシー（教育課程の編成・実施の方針）」、「ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）」に

ついては、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞において、「教育研究上の目

的及び養成する人材像、３つのポリシー」として掲載している。 

学則については、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞において、「学則」

として、東海大学大学院学則、東海大学学則を、それぞれ掲載している。 

設置認可申請書・設置届出書及び設置計画履行状況報告書については、オフィシャルサ

イトトップページの＜大学の概要＞において掲載している。 

  本学における自己点検評価活動、及び平成 29年度に受審した第三者評価の結果について

は、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞＜学則・コンプライアンス＞＜に

おいて、「自己点検評価活動」として掲載している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「アドミッション・カリキュラム・アカデミックポリシー」 

トップ＞大学の概要＞教育研究上の目的及び養成する人材像、３

つのポリシー 

「学則」 

トップ＞大学の概要＞学則 

「設置認可申請書・設置届出書及び設置計画履行状況報告書」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞学部、研究科等

に係る「設置申請・届出書」及び「設置計画履行状況報告書」 

「自己点検評価活動、第三者評価の結果」 

トップ＞大学の概要＞自己点検評価活動 

 

 

１５ 教育内容等の改善のための組織的な研修等 

 

１．教育支援センターによる全学実施体制 

東海大学は、組織的・継続的なＦＤ活動を推進する部署として、東海大学教育支援センタ

ーを設置している。教育支援センターでは、各年度に複数回、教育活動の活性化を図ること

を目的に、学外から講師を招き、全学共通の内容を盛り込んだ「ＦＤ・ＳＤ研修会」を開催

している。例年、年度において３回開催しており、この研修会において、教員だけでなく、

事務職員や技術職員などの大学職員を対象とした、管理運営や教育・研究支援までを含めた

資質向上のための組織的な研修を実施している。 

 

２．各学部の取り組み 

工学部医工学科では、主専攻科目において授業アンケートを実施し、学生の理解度、講義

形態に対する意見、学生・教員間のコミュニケーションの評価、などの意見を学期毎に集め、
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次の講義にどのように改良していくのかについて、シラバスにおいても記載し、授業内容及

び方法の改善についてＰＤＣＡのサイクルを実施する。 

工学部にＦＤ委員会を組織し、学士課程教育内容の改善を目標とした活動を実施する。活

動内容は、多様な学修歴をもつ新入生に対応するため初年次開講の専門基礎科目について、

学生の履修履歴や学力実態に即した授業内容の組織的改善を行なうとともに、大学生活全般

への導入、学部・学科に関する理解を深め専門分野への勉学の意欲を高めるための初年次を

ターゲットとしたＦＤ研究会を実施する。さらにＦＤ委員会では、授業公開を促進させ、授

業の内容について、幅広く他の教員からの意見を聞き、以降の講義へ反映させる試みを継続

的に行う。また、ＦＤの講演会を定期的に開催し、多様な学生の気質の理解や、個々の教科

における学生理解度の評価手法などについて理解を深める。活動としては、年度間において

複数回のＦＤ研究会を実施し、工学部所属教員による担当授業の改善報告やＦＤの講演会を

開催し、講師として、優れた授業を行う教員を大学として表彰する「東海大学 Teaching Award」

の受賞教員や授業改善に知見のある学外教員等を迎える計画である。 

なお、学部において MSS（Mission Sharing Sheet）を定義し、その中に授業内容・方法の

改善に向けた個々の試みを登録し、学期毎にチェックすることにより、ＰＤＣＡサイクルを

実現する。 

 

 

１６ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

 

１．教育課程内の取組について 

本学においては、現代市民として身につけるべき教養を修得するための方策として「パブ

リック・アチーブメント型教育」の導入を掲げている。「パブリック・アチーブメント」とは、

米国では、立場や状況の異なる市民が社会で共存するためのルールを作り、環境整備を行う

中で、若者が社会活動をとおして民主社会における市民性を獲得していくための実践及びそ

のための組織と学習プログラムを意味している。 

日本という成熟した社会における若者の自己中心主義・政治的無関心・無気力感を克服し、

「地域」の課題への取り組みをテーマとする科目を教養科目に開設し、ここで育てた問題意

識や目的意識のもと専門教育へと展開し、教養教育と専門教育の融合・発展と、その相乗効

果による教育効果の向上を行うことにより、社会的・職業的自立を目指している。そのこと

を踏まえ、工学部医工学科においては、医療の科学技術化のみならず、高齢化社会、医療資

源の枯渇あるいは環境問題などの解決に不可欠の学問分野である医用生体工学の全体像の把

握を目指す「医工学概論」、座学で得た人体の機能の知識を体験学習を通じて身に付けること

を目的する「基礎医学実習」を開設し、医用生体工学の視点から社会的、職業的な自立につ

なげる。 

 

２．教育課程外の取組について 

本学に在籍している学生全てに門戸が開かれているチャレンジセンターの「チャレンジプ

ロジェクト」により、本学が実践している４つの力「自ら考える力・集い力・挑み力・成し

遂げ力」を身につける活動を行っている。これは、学生が活動を企画・運営し、目標の達成
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を目指す課外活動であり、地域活性化、ボランティア等多様な活動を学生自身の手で展開し

ている。 

 

３．適切な体制の整備について 

 教育課程については、東海大学教育審議会を柱として、パブリック・アチーブメント型教

育の方向性を定め、現代教養センター・地域連携を担うＴｏ－Ｃｏｌｌａｂｏを軸に運営を

行っている。さらに、各学部・学科においては、専門科目へパブリック・アチーブメント型

教育を展開している。また、教育課程外の活動についてはチャレンジセンターを中心に行っ

ており、この双方の広がりから、地域連携を担うＴｏ－Ｃｏｌｌａｂｏにより、実際に地域

との連携する教育研究活動という形で、実践的な教育活動と学生の活動の場を維持している。 

 

 

 以 上 
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工学部医工学科

「ディプロマ・ポリシー」「カリキュラム・ポリシー」と教育課程との関連図

ゼミナール科目群

学部共通科目群 医療技術と社会科目群

医工学の基礎科目群

システム・情報工学

科目群

医工学科目群 生体機能科目群

臨床工学科目群

機器と安全科目群

生体計測科目群

多分野にまたがる問題や課題を探る視点

先端医療を継続し発展させる専門性に基づく技術の育成

工学の規範に即した志と倫理観 確かな専門知識・技術 を育成

社会の変化に柔軟に対応しながら、問題解決に向かうことができる人材の育成

教養教育

2



授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養科目 2

シチズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康・フィットネス理
論実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

英語プレゼンテーショ
ン 2

微積分 2
物理学Ａ（質点の力
学・電磁気学） 2

物理学Ｂ（固体・流
体・波動・熱） 2 電子工学Ｂ 2 公衆衛生学 1 電子工学実習 1 卒業研究１ 2 卒業研究２ 2

線形代数 2 電気工学Ａ 2 電気工学Ｂ 2 情報処理工学Ａ 2 電気工学実習 1 薬理学 2 医用ロボティクス 2 バイオミメティクス 2

確率統計 2 生化学 2 電子工学Ａ 2 システム工学１ 2 システム工学２ 1 放射線画像診断学 2

医工学概論 1 人の構造及び機能Ａ 2 応用数学 2 物性工学 2 バイオマテリアル 2 生体計測装置学実習 1

医用機器学 2 人の構造及び機能Ｂ 2 病理学概論 2 機械工学 2 バイオメカニクス 2 医用治療機器学 2

医学概論 1 基礎解析 2 生理学 2 免疫学 2 生体計測装置学 2 医用機器安全管理学Ｂ 2

情報処理実習 1 計測工学 2 基礎医学実習 1 医用機器安全管理学Ａ 2 循環機能代行装置学Ｂ 2

プログラミング実習 1
生体機能代行装置学総
論Ａ 2

生体機能代行装置学総
論Ｂ 2 代謝機能代行装置学 2 呼吸機能代行装置学 2

臨床医学総論 2 循環機能代行装置学Ａ 2 臨床医学各論Ｂ 2

医用画像装置学 2 臨床医学各論Ｃ 2

臨床医学各論Ａ 2 医工系専門英語 2

単位数合計 19 19 20 19 19 20 4 4 124

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

※臨床工学技士受験資格取得希望者は、上記の科目以外に卒業要件に含まれない臨床工学技士国家試験
要件科目を履修する。

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

履修モデル：工学部医工学科　【具体的な人材像】工学的分野に精通した臨床工学技士

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

3



授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シチズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康・フィットネス理
論実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

英語プレゼンテーショ
ン 2

工科の微積分 2 基礎解析 2
物理学Ｂ（固体・流
体・波動・熱） 2 電子工学Ｂ 2 生体計測装置学 2 医用機器安全管理学Ｂ 2 卒業研究１ 2 卒業研究２ 2

工科の線形代数 2 物理学Ａ（質点の力学・
電磁気学） 2 電気工学Ｂ 2 情報処理工学Ａ 2 医用機器安全管理学Ａ 2 医用治療機器学 2 システム工学２ 2

工科の確率・統計 2 生化学 2 電子工学Ａ 2 情報処理工学Ｂ 2 医用画像装置学 2
人工知能アーキテク
チャ 2 バイオメカニクス 2

医工学概論 1 電気工学Ａ 2 応用数学 2 システム工学１ 2 生体制御工学 2
アドバンストプログラ
ミング 2

医用機器学 2 人の構造及び機能Ａ 2 病理学概論 2 物性工学 2 生体信号処理工学 1
レギュラトリーサイエ
ンス 1

医学概論 1 人の構造及び機能Ｂ 2 生理学 2 機械工学 2
生体シミュレーション
工学 2 医用ロボティクス 2

情報処理実習 1 計測工学 2 基礎医学実習 1 最適化工学 1 電子工学実習 1

プログラミング実習 1
生体機能代行装置学総
論Ａ 2 臨床医学総論 2 電気工学実習 1 生体計測装置学実習 1

生体機能代行装置学総
論Ｂ 2 臨床医学各論Ａ 2 臨床医学各論Ｂ 2

循環機能代行装置学Ａ 2 臨床医学各論Ｃ 2

代謝機能代行装置学 2 呼吸機能代行装置学 2

公衆衛生学 1

単位数合計 19 19 20 19 20 19 6 2 124

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

履修モデル：工学部医工学科　【具体的な人材像】医療機器の開発のリーダー

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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○学校法人東海大学教職員定年規程

（制定 昭和28年６月１日） 

改訂 昭和43年４月１日 昭和63年４月１日 

1991年６月17日 1994年４月１日 

2000年４月１日 2003年４月１日 

2004年４月１日 2006年４月１日 

2007年４月１日 2011年４月１日 

2012年４月１日 2013年４月１日 

2017 年４月１日 

第１条 学校法人東海大学に勤務する専任の教職員の定年は，次のとおりとする。 

教員 

職種 区分 身分 資 格 定年齢 

教員 

大学院・大学 

短大・研究所等 

教授 65 

准教授・講師・ 

助教・助手 
62 

高等学校・中等部 

小学校・幼稚園 

教諭・養護教諭 

司書教諭 

上級職１種・２種 65 

中級職１種・２種 62 

一般職１種 62 

助教諭 一般職２種 60 

2004年４月1日以

後の採用者 

教諭・養護教諭 

司書教諭 
一般職１種 60 

職能資格制度を適用する職員 

職種 区分 身分 資格 定年齢 

職員 

事務 

参与・副参与 

参事・副参事 

65 

主事・副主事 62 

主査・職員一級 

職員二級 

60 

技術 

主席技師・主任技師 

技師 

65 

技師補・上級技術員 62 

一級技術員・技術員 

初級技術員 

60 

看護 

１等級～４等級 65 

５等級～７等級 62 

８等級以下 60 

保健 
主席保健技術員・副主席保

健技術員・主任保健技術員 

65 

資料４ 
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上級保健技術員一・上級保

健技術員二 

62 

中級保健技術員・保健技術

員・初級保健技術員 

60 

職能資格制度を適用しない職員 

職種 区分 身分 資格 定年齢 

職員 

船舶 

船長・機関長 65 

一等航海士，一等機関士，

通信長，事務長，次席一等

航海士，次席一等機関士，

二等航海士，二等機関士，

次席二等航海士，次席二

等機関士，三等航海士，三

等機関士，次席三等航海

士，次席三等機関士，小型

舟艇船長，小型舟艇機関

長，小型舟艇甲板長，甲板

長，操機長，司厨長 

62 

操舵手，操機手，調理手，

甲板員，機関員，司厨員

60 

その他 

課長職以上の管理職 65 

上記以外の役職 62 

上記以外の職員 60 

第２条 定年による退職は，定年に達した日の属する年度末日とする。 

第３条 定年令の計算は，「年令計算ニ関スル法律」及び「民法」第 143 条による。ただし，

2000 年３月 31 日までに採用された教職員についてはこれを適用しない。 

第４条 教育上又は経営上必要と認めた者については，第１条の規定を適用しない。 

第５条 「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」により定年退職後に継続雇用する場

合は，「学校法人東海大学大学・短大非常勤教員規程」，「学校法人東海大学初等中等教育

機関非常勤講師規程」及び「学校法人東海大学臨時職員規程」を適用する。なお，継続

雇用における条件については，「学校法人東海大学高齢者継続雇用運用細則」による。 

付 則 

１ この規程は，昭和 28 年６月１日から施行する。 

２ この規程の施行にあたって必要な細則については，別に定める。 

付 則（2017 年４月１日） 

この規程は，2017 年４月１日から施行する。 
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○学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規 

（制定 2017年４月１日） 

改訂 2020 年４月１日 

（目的・趣旨） 

第１条 学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規（以下「この内規」という。）は，

「学校法人東海大学特任教職員任用規程」（以下「規程」という。）に定める特任教職員

のうち，大学・短大の特任教員（以下「特任教員」という。）の任用についての運用を定

めることを目的とする。 

 （個別管理区分） 

第２条 特任教員の各人の雇用条件を，雇用契約書等で提示することを目的として，規程

第３条に定める個別管理区分は，次の項目とし，詳細を別表に定めるものとする。 

(１) 採用区分 

(２) 職務区分 

(３) 所属及び勤務地 

(４) 資格 

(５) １回の雇用期間 

(６) 授業責任時間 

(７) 招聘の有無 

(８) 年俸額 

(９) 教育及び研究に関する経費配算 

(10) 外部資金要件 

(11) その他 

（限度年齢）  

第３条 規程第４条及び第５条の定めの他，次の各号の満年齢に達する年度末を契約期間

の限度とする。 

(１) 教授 65 歳 

(２) 准教授以下 62 歳 

２ 原則として教授に限り，専任定年後に継続して雇用することができる。その場合，限

度年齢は 68 歳とするが，特段の事情がある場合は，稟議により，70 歳に達する年度末

までを限度とすることができる。 

３ 本条における年齢の計算は，「年齢計算ニ関スル法律」及び「民法」第 143 条による。 

（契約更新に関する条件） 

第４条 特任教員の契約は，次の各号のいずれかに該当する場合，更新を行わないものと

する。 

(１) 担当する授業科目が減少し，授業責任時間を満たさないとき。 

(２) 担当する業務がなくなったとき。 

(３) 担当する研究プロジェクトが終了したとき。 

(４) 外部資金要件の者については，人件費,研究費等の経費全額を充足し得る外部資

金が確保できないとき。 

(５) その他，雇用契約書等に定める契約内容が遵守されないとき。 
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 （専任への任用変更）  

第５条 特任教員が専任教員への任用変更を希望する場合，人事計画に基づき，公募する

教員採用に応募することができる。ただし，専任定年後の継続雇用者を除く。 

２ 専任教員と同等の職務に就く特任教員は，所属学部等より推薦があった場合，所定の

専任採用審査を受けることができる。このとき，在職中の教育・研究の業績及び勤務実

績のほか，学生指導，学部学科等所属する組織の運営業務，大学内外の各種業務等の担

当について評価する。 

  付 則 

１ この内規は，2017 年４月１日から施行する。 

２ （経過措置） 

規程の付則第３項に定める経過措置を適用する特任教員第３種の任用手続は，規程の

制定に伴い，任用に係る委員会を廃止するため，他の特任教員と同様とする。 

付 則（2020 年４月１日） 

この内規は，2020 年４月１日より施行する。 

別表 

個別管理区分 内 容 

(１)採用区分 新採用，再採用，再雇用 

(２)職務区分 教育・研究の職務を主に担当，教育を主に担当， 

研究を主に担当，診療を主に担当，その他 

(３)所属及び勤務地 各機関に定める所属及び勤務地 

(４)資格 教授，准教授，講師，助教，助手 

(５)１回の雇用期間 １回の雇用期間は１か年度毎とする。専任への任用変更は

原則として５か年度以内とする。 

最長雇用期間は９か年度とし，外部資金を要件とする者に

ついては，外部資金未確保の場合は更新しない。 

(６)授業責任時間 職務内容に応じて３コマ，６コマ，10 コマ，その他 

専任定年後の継続雇用者は原則として３コマとする。 

(７)招聘の有無 大学による招聘にて採用された者は，成果に応じて給与に

特別加算することができる。ただし，専任定年後の継続雇

用者を除く。 

(８)年俸額 職務による諸手当については年俸額に含むものとする。実

績による諸手当については，実績に応じて別途支給する。 

(９)教育及び研究に関する

経費配算 

特定の診療を行う職務の教員を除き，職務内容に応じて，

研究費又は教育開発費を配算する。 

(10)外部資金要件 該当する外部資金の要件及び名称 

(11)その他 上記個別管理区分に定める他，特別の事情のある場合は，

必要に応じて記載する。 
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（注）採用区分の内容は，次のように定める。 

（１）新採用

新たに特任教員として雇用契約を締結すること。

（２）再採用

専任退職後，引続き特任教員として雇用契約を締結すること。 

（３）再雇用

退職した者が，一定の期間を経て，再度雇用契約を締結すること。
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No. 誌名（国内雑誌）

1 Clinical engineering = クリニカル・エンジニアリング.
2 Newton : graphic science magazine = ニュートン
3 安全と健康
4 医学哲学医学倫理
5 遺伝
6 運動器リハビリテーション
7 化学⼯学
8 化学⼯業
9 化学装置
10 化学と⼯業
11 画像診断
12 からだの科学
13 教育と医学
14 健康管理
15 顕微鏡
16 ⼯業材料
17 ⾼分⼦
18 ⾼分⼦論⽂集
19 呼吸
20 呼吸器ケア
21 細胞⼯学
22 産業医学ジャーナル
23 実験医学
24 循環制御
25 触媒
26 植物の⽣⻑調節
27 ⼈⼯⾎液
28 ⼼臓
29 腎と透析
30 進歩する⼼臓研究
31 ⽣化学
32 ⽣体医⼯学：⽇本エム・イー学会誌
33 ⽣物教育
34 ⽣物⼯学会誌
35 ⽣物物理
36 総合リハビリテーション
37 透析ケア
38 トランジスタ技術.
39 ⽇本医師会年次報告
40 ⽇本応⽤動物昆⾍学会誌
41 ⽇本呼吸器学会誌
42 ⽇本⽣体学会誌
43 年報医事法学
44 バイオインダストリー
45 バイオサイエンスとインダストリー

⼯学部医⼯学科

学術雑誌⼀覧
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No. 誌名（国内雑誌）

46 バイオメカクニクス研究
47 バイオメカニズム学会誌
48 ぶんせき
49 分析化学
50 薬理と治療
51 有機合成化学協会誌
52 リハビリテーション医学
53 リハビリテーション研究
54 臨床透析
55 臨床放射線
56 臨床薬理
57 臨床薬理の進歩
58 医療機器学 = The Japanese journal of medical instrumentation
59 化学と⽣物
60 化學
61 科學
62 機能材料
63 計測と制御 = Journal of the Society of Instrument and Control Engineers
64 細胞 = The cell.
65 細胞⼯学 = Cell technology.
66 情報処理
67 ⼈⼝動態統計
68 ⼈⼯臓器
69 数学セミナー.
70 数理科学 = Mathematical sciences.
71 ⽣体の科學 = Medical science
72 電⼦情報通信学会技術研究報告. MBE, MEとバイオサイバネティックス
73 電⼦情報通信学会技術研究報告. NC, ニューロコンピューティング
74 電⼦情報通信学会技術研究報告. SP, ⾳声
75 ⽇経サイエンス : Scientific American⽇本版
76 別冊⽇経サイエンス

国内雑誌 76種   
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No. 誌名（国外雑誌）

1 Advances in Chemical Physics

2 Advances in Chromatography

3 Advances in Physical Organic Chemistry

4 Analyatical and Bioanalytical Chemistry

5 Applied and Environmental Microbiology

6 Applied Entomology and Zoology

7 Behavioral neuroscience.

8 Biology Letters

9 Bioscience, Biotechnology and Biochemistry

10 Cognitive Neuroscience Society Annual Meeting

11 Ecological Research

12 European Journal of Applied Physiology

13 Glycobiology

14 Heart

15 Human Evolution

16 International Review of Cell and Molecular Biology

17 Journal of Biomechanical  Engineering

18 Journal of Bioscience and Bioengineering

19 Journal of Clinical Rehabilitation

20 Journal of materials science. Materials in electronics.

21 Journal of materials science. Materials in medicine.

22 Journal of Occupational Health

23 Journal of the Mass Spectrometry Society of Japan

24 Medical Physics （洋）

25 Medizinrecht

26 Methods of Biochemical Analysis

27 Monthly Book Medical Rehabilitation

28 Occupational and Environmental Journal （洋）

29 Organic & Biomolecular Chemistry

30 Pharma Medica

31 Plant Molecular Biology

32 Proceedings. Biological Science

33 Science. New series

34 Social History of Medicine

35 Sysmex Journal

36 The Japanese Journal of Nephrology

37 The Journal Biochemistry 

38 Thrombosis and Haemostasis （洋）

国外雑誌 38種   
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学生の確保の見通し等を記載した書類  

工学部医工学科  

 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況  

（１）学生の確保の見通し  

１）定員充足の見込み  

工学部医工学科の入学定員は、受験生の動向、社会からのニーズ、入

学定員を確保できる人数等を踏まえ、教育研究体制を永続的に維持可能

な体制として、入学定員を 80 名、収容定員を 320 名として教育研究活動

を開始する計画である。  

 

①全国的な傾向からの分析   

定員を充足できる根拠は次のとおりである。工学部医工学科の学位の

分野「工学関係」が含まれる「理・工学系」の過去５年の学部数、志願

倍率、入学定員充足率状況（【資料①－１】【資料①－２】「令和２（ 2020）

年度  私立大学・短期大学等  入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事

業団）P.26・33）をみると、【資料①－１】のとおり、学部数は微増なが

ら増加傾向であることに対し、志願倍率も増加傾向を示しており、令和

2 年度においては 13 倍を超える水準に達し、定員充足率も 100％を満た

している状況である。このうち、【資料①－２】のとおり、本学科と類似

した学科が含まれる可能性がある学部に焦点を絞ってみてみると、令和

２年度においては、「工学部」は約 12.0 倍、「理工学部」は約 15.7 倍と

なっており、【資料①－１】の動向と同様に、倍率に多少の幅はあるもの

の、入学定員を大幅に超える進学希望者が存在することが明らかであり、

工学部医工学科が受け持つ学問分野について高い需要があると分析され

る。  

 

②将来性についての分析  

東海大学は、全国に 19 学部（令和３年現在。募集停止学部を除く。）

を展開している大規模大学である。工学部医工学科は湘南キャンパス（平

塚市・伊勢原市）で学修を進める計画である。現在、湘南キャンパスに

は、約 18,000 名程度の学部生が在籍しており、在学生の６割程度が首都

圏（神奈川県、東京都、千葉県）からの学生である。特に、地元神奈川
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県内の学生が、湘南キャンパスに通う学生全体の５割程度を占めている。

また、4 割程度は、首都圏以外、全国から入学してくる学生である。ま

た、同様に、全国に 14 校設置されている付属高校からの入学希望者も一

定数存在している。  

将来的にみると、18 歳人口の減少は避けられない状況であるが、本学

の通学圏である首都圏においては、その減少率は低いものであることに

加え、【資料①-3】のとおり大規模大学は、高い水準で志願者を確保して

いることから、この総合大学・大規模大学のスケールメリットを活用し

た教育体制により、上記①の傾向が続くものと分析している。  

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要  

①今後の人口動態  

文部科学省「学校基本調査」のデータをもとに分析された、「18 歳人

口予測 大学・短期大学・専門学校進学率  地元残留率の動向」（2020 年

度版）」（リクルート進学総研）に依れば、全国の 18 歳人口の推移は、【資

料②】のとおり「2020 年 116.7 万人→2032 年 102.3 万人」となり、「約

14.4 万人／12.3％」が減少するとの予想が立てられている。  

一方、本学の入学者の半数程度を占めると考えられる神奈川県の 18

歳人口の推移【資料③】については、「2020 年 79,403 人→2032 年 73,550

人」と、減少率は「 7.4％」であり、全国の減少幅（約 12.3％）に比べ

て、比較的小さいことが分かる。同様に、東京都をみてみると「 0.6％」

ではあるが微増の予測がなされており、東京への人口集中の傾向が続く

と判断される。  

【資料④】をみると、①進学率の上昇により、大学進学者数が増加し

ていることに加え、②神奈川県における地元残留率は低下傾向にあるも

のの 38.9％を維持している。さらに、この県内外の移動状況の詳細をみ

ると、東京都への流出が 1 位であると同時に、東京都からの流入も１位

であることが分かる。この傾向から、神奈川県と東京都は補完しあいな

がら、同じ生活圏・通学圏内として成立していることもわかる。  

以上の状況から、本学の通学圏内である神奈川県と東京都は、18 歳人

口の減少の影響は生じるものの、比較的影響は小さい状況が継続すると

予測される。そして、現在の進学者の傾向を維持しつつ、入学定員を超

える一定数の志願者数を確保することが可能であると、判断することが
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できる。  

 

②類似する分野への大学進学状況  

   さらに詳しく分析するため、【資料⑤】「リクルート 入試実態調査」

により、学部系統「理工学部」「工学部」の１０年間の動向を確認してい

く。全国、一都三県、神奈川県のみのいずれにおいても、「理工学部」に

おいては、2020 年度（令和 2 年度）には、17 倍～18 倍の高い志願倍率

となっており、「工学部」においては、10 年前から志願者数は大幅に増

加し、志願倍率も 10 倍を超える高い水準になっている。  

   また、【資料⑥】のとおり、工学部医工学科と競合する可能性のある、

類似した学部学科の動向をみても、高い志願倍率を維持しており、志願

者数の確保を見込むことができる。  

 

 ③既設の学部における定員充足状況  

   既存学部等の定員充足状況については、【資料⑦】のとおり、既設学科

の工学部医用生体工学科（入学定員 60 名）の６年間の状況をみてみると、

志願倍率は約 5倍～ 6倍を確保している。工学部医工学科の入学定員は、

80 名を設定しており、志願者数が入学定員を大幅に超えている状況であ

ることに加え、上記①②の傾向から分析しても、入学定員を超える一定

数の志願者の確保は可能であると判断することができる。  

 

 ３）学生納付金の設定の考え方  

納付金については、大学として適切な教育研究環境を構築・維持する

のみならず、これからの社会の変化に対応した施設・設備の充実にも対

応した、大学経営の根幹に係る財務状況を踏まえるとともに、受益者で

ある学生への説明責任を重視する一方、近隣の他大学の学生納付金の設

定状況も勘案した上で、完成年度に収支均衡を図れることを前提に適切

に設定した。下表のとおり、【資料⑥】に記載する競合校の学納金と比較

しても概ね範囲内に収まっており、適切な納付金であると判断している。 
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注１）本学以外の各大学の情報は、 2021 年４月時点の公式ウェブサイトにより調査。  

注２）各大学の学生納付金の記載方法は、各大学の公表方法に基づく。  

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況  

学生確保に向けて、大学として、全学的・組織的に学生確保に向けた入試

広報を行っている。その方針としては、受験生、保護者、高等学校等の教員

に対し、本学の学部・学科等の周知活動を行うだけではなく、大学への進路

希望者に対して、体験授業や各学問分野別の紹介等、高校生の進路選択のサ

ポート活動を行うことである。  

令和２（ 2020）年度においては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、各種行事の多くが中止となってしまったが、通常は以下①から⑥のとお

りオープンキャンパス等を実施している。中止となってしまった令和２（2020）

年度については Web Open Campus と称し、自宅からでも参加できる「360°キ

ャンパスツアー」、「バーチャルキャンパスツアー」等により実際のキャンパ

ス環境についての確認ができるように対応したことに加え、各学科において

は、動画にて、学部学科の案内等について、場所・時間に関係なく、「興味を

持った受験生がいつでも確認することが出来る環境」を整えている。  

競合する大学  

学部学科  

入学

定員  
入学金  授業料  設備施設費  

その他  

（諸会計等）  
合計  

東海大学  

工学部  

医工学科  

80 200,000 1,354,000 59,200 1,613,200 

東洋大学  

理工学部  

生体医工学科  

113 250,000 1,075,000 260,000 5,000 1,590,000 

桐蔭横浜大学  

医用工学部  

生命医工学科  

40 200,000 1,090,000 300,000 53,600 1,643,600 

北里大学  

医療衛生学部  

医療工学科  

115 300,000 950,000 550,000 0 1,800,000 
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また、ＨＰや各種広告媒体等や高校訪問などを通じて、本学への受験、入

学者希望者を増やすことを目指すだけではなく、「入試対策講座」の開催や、

体験授業等を行い、高校生の進学へのサポート活動も積極的に行っている。  

今後の取組としては、コロナ禍により整備されたＷｅｂ等の媒体と、オー

プンキャンパス・体験授業等各種イベント等の対面で行う活動を融合し、周

知活動等を進める計画である。  

 

①オープンキャンパス（対面、オンライン）計画  

・2021 年度東海大学開催オープンキャンパス（予定）  

対面：6 月 20 日（日）、8 月 21（土）、8 月 22 日（日）、 3 月 13 日（日） 

［学科説明、個別面談、キャンパス見学］  

 ＷＥＢ：7 月、8 月  

・入試対策講座（6 月、8 月、 10 月）  

・進学相談会、キャンパス見学会  

・全国開催進学相談会（約 350 会場を予定。実施は未定。）  

 

②ＨＰ【受験生・高校教員向け 】受験生情報サイト・ＳＮＳからの情報発信  

Ｙｏｕｔｕｂｅチャンネル（東海大学公式）配信動画  

■ 東 海 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ  受 験 生 情 報 サ イ ト  

（http://www.tokai-adm.jp/）  

■ 東 海 大 学 「 日 本 ま る ご と 学 び 改 革 実 行 プ ロ ジ ェ ク ト 」

（https://tokai-marugoto.jp/）  

 

③高校訪問  

   高校訪問をして、進路・キャリア形成に関する講話を行う。本学への進

学についてのＰＲだけではなく、進路の選び方、入学試験の種類等、高校

生の大学進学のサポートを行っていく計画である。  

 

④大学入試説明会（高校教員対象）：５月～６月にＷｅｂでの開催を予定。  

 

⑤各種メディアからの情報発信（受験情報サイト、メディア企画）  
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⑥出願促進プロモーション  

ＳＮＳ広告、エリアアド、コンビニ広告  

交通広告、出願促進ＤＭ（全国の接触者対象）  

 

 

 

 以上の説明のとおり、全国的な「受験者数」や、分野別の「志願者の動向」、

既設学部等における「志願者数、志願倍率、入学者数等の実績」に加え、学生

確保に向けて具体的な取組を行うことにより、入学定員を満たすことができる

と確信することができる。  
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２．人材需要の動向等社会の要請  

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）  

工学部医工学科の教育研究上の目的は、工学の規範に即した志と倫理観を

持った人材を育成すると同時に、先端医療を支えさらに発展させるための医

療技術・医療機器・医用システムの研究・開発、応用、及び工学的評価がで

きる工学分野と医学分野の確かな知識・技術を持ち、社会の変化に柔軟に対

応しながら、有機的かつ継続的に問題解決に向かうことができる技術者及び

臨床工学技士としての人材を養成する。  

（２）上記（１）が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠  

  2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）に記載されている通

り、急激に変化していく現代社会において、産業界においても新しい事業開

発や国際化の進展により、「高度な専門知識を持ちつつ普遍的な見方のできる

能力と具体的な業務の専門化に対応できる専門的なスキル・知識」を持った

人材が求められている。工学部医工学科においては、上記のとおり急激な社

会の変化に対応し、工学分野と医学分野の確かな知識・技術を持ち、社会の

変化に柔軟に対応しながら、有機的かつ継続的に問題解決に向かうことがで

きる技術者及び臨床工学技士を養成し、倫理観をもって諸問題を解決してい

く力を身に付けた人材を育成していく計画であり、将来的に必要とされる人

材像と合致している。  

工学部医工学科は、工学部医用生体工学科を基礎として設置する計画であ

り、現状から分析すると、【資料⑧】のとおり、既設学科が育成する人材への

ニーズは多岐に渡り、医療・福祉系を中心に、多様な分野へ卒業生が就職し

ていることが分かる。また、【資料⑨】のとおり、2018 年度は 98.2％、2019

年度は 100％となっており、実数においても就職率は高い水準となっている。 

  加えて、本学への求人については、【資料⑩ -1】の状況となっており、卒業

生の数を大幅に超えており、【資料⑩-2】のとおり、全国から求人が寄せられ

ている。工学部医工学科においても、その教育研究上の目的から、【資料⑧】

と同様に、多様な分野への就職を目指していくことから、様々な分野からの

ニーズに応え、課題解決を目指して社会で活躍していく人材を、引き続き輩

出していくと確信している。以上の状況から、工学部医工学科の教育研究上

の目的は、社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであると判断

される。  

以 上  
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2019 年度卒業生数 6,281 名 

2019年度 東海大学産業別求人会社数 
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